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輿
覆
、
だ
と
云
う
の
K
、
ざ
あ
お
帰
ジ
ピ
、
ウ
》
ソ
ク
〆
二
つ
V
ら
も
レ

　
つ
ン
リ
￥
し
《
岬
蜜
U
。
ヌ
、
勃
触
ぐ
、
疲
齢
も
な
に
始
書
く
ぬ
、
》
象
樹
ω
ゾ
い
、
躬
ズ
ゐ
、
争
ぱ
小

　
屡
で
符
o
及
逢
。
励
ま
し
合
Ω
奮
ガ
ゆ
、
訴
人
だ
け
で
山
ゆ
、
の
蚤
駈
急
ぐ
と
．
契
亦
ー
の

　
幽
戸
が
か
す
か
K
鶴
九
え
。
気
人
の
夜
、
か
小
璽
の
払
嗣
，
《
目
滋
浴
宝
し
て
い
む
．
ウ
》
ツ
ク

　
廷
下
し
て
我
々
渇
昌
光
浴
宮
す
う
と
し
歯
う
、
ノ
、
‘
ど
、
y
．
体
■
を
疋
ガ
曽
、
つ
。
雀
き
て

　
O
る
C
と
が
た
、
の
し
く
な
ワ
マ
き
た
。
〈
綾
賂
〉

　
　
　
　
　
　
甲
試
冷
畑
・
笛
ま
添
＼
　
　
艇
・
、
疏
　
隊

　
　
尭
発
勝
零
湧
万
歩
し
て
眼
し
く
奪
だ
六
弛
小
、
壁
餐
雀
漿
哲
；
ニ
ヘ
喬
．
離
η
、
を
、

　
紆
ク
、
出
，
発
は
六
分
擁
㎜
爪
る
。
免
烈
は
為
ぐ
け
離
Σ
田
心
り
緬
係
民
足
が
動
鮎
《
．
ζ
、
琳
卍
う
劇
輔

　
逸
の
ア
ル
バ
パ
ト
ご
皐
く
渇
バ
テ
ぞ
し
ま
り
と
3
ラ
旛
唱
な
さ
だ
【
、
た
、

　
　
分
鹸
K
隊
ソ
ク
を
ポ
い
て
瓦
壌
、
黛
で
ε
ゆ
K
凄
仏
を
、
一
い
デ
、
魯
，
．
虫
9
さ
す
が
に
、
鞭
天
な

　
残
望
塾
蒐
．
て
い
る
申
に
気
将
か
夜
く
な
り
弊
の
綱
牙
勢
直
、
乏
し
ま
う
．
矧
稀
φ

’
姦

　
堤
か
う
ワ
よ
の
よ
下
ワ
K
塗
9
．
爾
の
後
奮
の
ぐ
冷
り
費
銅
ビ

は
下
脈
奪
P
．
轍
が
ど

　
越
す
の
が
ヌ
／
4
璽
男
，
兄
ひ
取
々
騰
爪
生
鉢
の
勾
が
激
嵐
δ
K
な
麹
．
推
禰
騰
．
踪
バ
喜
昭
鬼
、
、
訳
底

　
P
の
。
て
溶
窃
傷
痴
疑
主
・
鍛
痴
K
な
軌
　
後
．
・
麟
々
ど
霧
（
・
　
小
β
升
で
A
ハ
り
鹸
び
、
・
7
き
密
、
ゆ

　
え
る
の
が
百
と
奮
～
徽
し
い
、
4
の
・
蝋
・
r
『
が
め
箪
武
傷
K
痢
っ
て
爵
ん
淀
ガ
、
九
￥
㍗
り

　
巷
の
易
る
莫
②
嶽
ぐ
，
嚇
．
寮
し
ぐ
、
禰
、
ズ
鴻
、
奪
咳
κ
つ
云
、
，
．
甲
、
試
傷
の
ガ
レ
牲
塾
崎
才
、
る

　
代
り
K
短
切
。
夙
が
塚
か
フ
7
、
．
奇
ウ
の
く
矧
蚤
（
霞
命
で
も
編
明
の
．
ノ
牟
な
ゆ
餓
き
．
曳

　
　
識
虎
汀
ダ
し
＜
π
、
紘
ゐ
、
襖
ヱ
で
一
と
体
、
ヤ
、
の
趨
鉾
軋
謝
惚
準
凡
な
改
一
違
が
っ
、
、
、
奇
匹
腐
快
、
調

　
勢
．
に
倒
本
あ
リ
受
蔽
を
湾
P
ぢ
り
く
ぎ
誓
ソ
す
，
鯛
爪
嫉
即
舎
、
の
、
泌
ゆ
鳶

　
　
F
，
縫
敵
ド
蘇
で
’
と
俳
，
歯
並
グ
ス
に
乞
ぷ
煎
鶴
麟
の
嘱
諏
葛
鱗
め
ジ
・
串
ず
ノ
、
、

醐 ｝｝
｝
ド齢

…
ガ
た
）
っ
て
富
工
．
蒐
え
っ
P
起
時
は
恕
う
晦
が
つ
匠
，
霞
の
v
一
ガ
囲
け
て
ソ
紀
空
が
獄

一
　
け
《
し
ま
リ
ャ
團
噛
ひ
奢
が
ら
’
小
曇
九
と
千
っ
た
．
逸
λ
の
歩
で
露
．
＜
く
訳
痩
謄
。
感
本
饗

　｝
・
K
涙
の
嵐
う
穫
賎
し
ガ
つ
♪
．
．
（
彰
家
）

㎜㎜
　
牛
風
日
　
蟹
－
、
訊
精
－
！
将
腹
凱
　
　
　
　
，

榊～
　
蟹
目
離
家
）
爵
先
発
八
易
は
趣
憾
さ
ん
女
．
先
蒙
K
畢
訊
砥
信
か
憂
ミ
、
麓
駄
ピ
し
〔
　
摂
南
幾
、

榊㎜
　
・
む
山
遣
2
浦
調
子
よ
く
行
、
〈
。
厳
へ
不
の
裁
べ
撫
，
騒
に
歩
る
．
姦
器
る
ご
と
約
，
幽
ヤ
分
興
ヒ
ぎ
翰
。



・
イ
；
一
ε
一
丼
、
爵
、
　
　
　
　
唖
遍
嚇
邊
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な
え

行
く
、
嘗
切
地
な
の
K
・
つ
る
ざ
く
鶴
、
に
つ
ぴ
ま
め
礁
る
．
、
盤
炸
の
数
く
趨
物
新
の
蜜
D

新
K
腰
を
下
し
紅
榮
磨
ど
冊
、
、
お
▽
く
甲
曾
ぎ
匁
つ
。
沸
あ
時
薦
が
少
し
薄

っ
て
い
て
塞
、
し
、
、
検
K
食
物
き
つ
め
必
．
発
、
、
継
峰
の
、
下
ワ
は
奮
ん
験
は
し
即
ギ
な

ゲ
づ
下
；
、
，
象
と
鈎
た
．
馳
最
ど
取
参
、
行
く
争
小
跨
笠
琳
少
漿
K
つ
く
，

時
二
b
。
時
。
象
∬
免
、
騒
診
～
．
幽
勝
け
欝
五
取
小
逐
F
、
《
A
口
彊
猟
し
、
“
ル
外
の
．
循
、
、
拡
（
’
坪
》
2
応

頭
K
し
て
影
発
、
将
紐
ま
乞
の
滋
駄
単
汽
ご
櫓
、
二
墨
の
、
蟄
狸
、
多
い
の
は
曲
り
菌

、
尺
．
喫
と
宅
衝
殊
は
あ
が
ぬ
け
し
亥
舜
生
体
で
、
鴇
7
感
籔
絃
駅
お
⇔
茂
う
p
ア
ゆ

η
、
。
ガ
辱
翼
賦
さ
か
ず
、
e
の
邊
は
景
味
’
範
耐
蕨
、
玩
q
た
、
．
先
卑
あ
．
“
掛
し
芦
、
の
憾
狂

‘
今
隻
一
ぐ
め
る
、
　
之
は
余
り
／
、
罫
気
，
．
坂
、
丼
し
て
よ
り
『
影
麗
…
ぽ
与
え
な
へ
）
．
申
嘆
よ
り

三
葬
宏
の
足
ど
リ
ガ
ゾ
こ
ツ
リ
協
力
桜
が
雰
く
な
0
乏
．
あ
笠
一
魚
〔
〆
、
か
暫
ん
な
激

畝
疋
。
（
佐
蘇
充
弘
）

　
　
後
発
隊
　
塩
し
餌
－
t
梼
置

　
眠
わ
艦
な
が
つ
た
寧
宇
乞
醤
い
0
）
廠
の
敷
軍
重
、
衣
ク
．
啓
ウ
P
即
あ
ん
ち
や

軽
麗
蟹
惚
雪
縛
合
室
轟
碁
雪
．
し
、
〆
塑
誓
房
塞
癒
，

お
．
繋
漁
ッ
く
麿
暴
し
乏
蘭
慈
濠
か
・
暴
隊
？
ぞ
く
警
廣
鴻
昇

琶
ま
妾
・
、
蕾
瑳
名
過
ぎ
畜
艦
．
灘
、
み
の
中
ミ
も
く
く
と
し
て
澄
．
む
．
や
が
て
蓼

峰
寺
に
っ
き
小
沐
の
後
出
発
．
落
鷲
の
純
％
し
皇
で
磨
ゆ
と
蓉
2
蕩
街
遵

は
遡
掬
竜
、
丞
≦
馨
承
割
夢
キ
易
い
、
抑
沃
耀
並
く
な
霞
喜
覆
旨
夢

娼
留
煮
蛮
，
気
遍
の
瞬
下
葬
鴬
暑
誓
く
写
，
老
蓄
芝
地
眠
ひ
勝
魯

砦
ひ
き
記
め
つ
毒
む
。
．
あ
、
畷
嘗
よ
う
ぞ
多
条
う
ぢ
。
抑
沃
蜥
宮
，

す
ぎ
乃
y
し
少
慶
は
赤
工
砂
、
ひ
、
と
り
一
適
だ
ウ
夜
偽
す
つ
か
り
朗
持
て
し
キ
“
っ
て
⇔
疋

の
ご
よ
碧
た
バ
、
（
る
奮
盟
と
夜
歩
く
と
し
奪
ヌ
ま
妾
、
も
の
で
樵
鍔
．

省
香
釜
争
入
魚
塗
孫
恩
皇
お
ウ
感
．
仕
穿
く
器
部
蒼
諺
ノ

X
。
よ
う
即
く
郡
謬
K
つ
き
そ
の
事
の
！
斬
ぐ
潮
複
き
食
べ
ざ
《
て
祐
う
う
．
4
碍

蔽
意
で
な
－
？
禁
、
葛
方
ゐ
ゆ
つ
く
ウ
t
乏
質
け
」
と
云
う
玄
O
蘇
匹
覆
抄
マ
、
）
乃
り
、
抹

匠
℃
蟹
ヴ
込
む
箱
肱
り
う
．
パ
ζ
ぐ
乃
ぐ
の
曙
瑚
霧
賀
し
乏
救
歩
憂
、
傷
倉
、
κ
朔
雌

る
毒
意
く
量
ぎ
、
〆
玖
繍
φ
漁
遥
識
ノ
恥
の
愈
名
尽
食
セ
と
る
・
　
ニ
メ
¢
菟
「
聾

・
っ
ザ
ぐ
だ
し
と
云
ク
畜
県
K
霧
ウ
緩
乞
諮
薄
け
て
D
覆
と
、
麟
ゑ
塗
申
が
う
合
繊

で
驕
壱
田
中
」
鍬
宏
さ
ん
ガ
つ
き
．
葱
走
脇
の
撚
行
墓
毒
．
け
む
。
虜
ゆ
て
て
泓
発
丹
歳
に

向
け
マ
鐙
雲
易
湾
ぐ
，
ぐ
（
ノ
と
の
．
『
ジ
を
小
埜
K
つ
キ
，
ほ
っ
ご
す
る
闘
鄭
奪
く
各
々
部

遇
に
つ
争
職
の
鴎
弘
矯
宝
す
弓
。
同
始
ゲ
く
盤
行
き
伝
え
ら
雛
た
蔽
垂
難
が
訓
冷
冗
気
な

顕
を
混
し
覆
、
初
蓉
む
ぢ
が
せ
φ
、
そ
県
グ
罫
美
雲
翰
饗
、
ヌ
禽
琢
あ
り
つ

け
使
適
な
眠
ジ
に
つ
く
ひ
　
（
首
‘
瞭
、
｝

　
　
　
※
五
冒
　
塀
筋
醸
『
ー
感
几
伊
石

　
矛
瞬
目
の
訟
ち
ら
か
と
い
々
と
癩
が
ろ
の
六
候
ど
較
べ
て
う
つ
サ
と
晴
肌
云
つ
た
払

天
気
、
前
終
の
爾
命
旗
か
す
べ
り
易
、
）
．
椋
毎
奮
く
歩
ぐ
ら
婁
K
歩
し
魂
の
岡
簡
が
編

岨
る
．
隊
緻
を
楚
え
O
の
ご
　
休
慰
と
タ
、
が
お
《
柔
ゾ
レ
か
塗
の
上
万
哲
轟
弊
み
す
勿
。

々
）
下
ぢ
K
璽
元
む
或
葺
ル
亦
象
浸
〆
針
、
く
み
K
行
く
霧
も
P
る
，
苅
之
夕
）
マ
∴
ソ
う

眉
の
友
盈
K
動
く
畢
を
み
つ
ゆ
、
．
七
い
盈
つ
ち
K
、
襲
ん
ノ
＼
、
と
蝿
薩
が
亀
ず
い
《
糸
る
．

養
岩
へ
た
ご
り
つ
ぐ
．
紘
麗
奮
継
望
7
、
蒙
し
み
な
グ
つ
督
癒
小
肇
で
炊
い
洗
々
食
を
ほ

う
ば
．
丙

す
勿
。

ば
ぜ
潜
菱
望
て
熊
騰
㌢
曇
く
、

拝
2
し
《
盈
ク
す
ぎ
勿
・

外
劣

く
と
し
定
峨
乞
／
気
K
凝
け
ギ
尋
。

辺
壕
る
と
キ
レ
イ
K
犠
歓
き
爪
て
り
翌
・
桜
ぱ
か
う
の
鰯
忽
最
小
肇
脅
つ
も

、

簾
の
小
葛
p
乎
ゆ
敷
所
K
藩
勇
、
さ
て
》
菰
グ
り
が
湯
だ
．
蓬
鵜
小
屋
く
行
虚
虜
己
す

ム
分
ば
か
駐
　
ひ
ど
P
斌
ザ
紀
酋
ー
ほ
の
か
倉
易
気
が
女
つ
・
の
し
が
藩
糸
乏
、
米
と

か
ロ
む
山
威
刀
砂
毒
々
と
狭
え
瓦
磯
な
二
の
上
瓢
掌
く
珊
漁
、
足
ま
も
の
ド
診
変
・
月
が
幽
褒
。

肩
の
黍
淡
く
繋
の
勢
嘉
跡
を
資
響
る
畜
讐
秩
餐
山
マ
を
界
マ
忍

ぞ
、
縦
歪
の
駿
筏
の
玖
だ
。
C
鳳
ガ
あ
9
更
2
そ
以
に
塞
舞
の
ぴ
や
盤
9
が
・
「
り
U
愈
」

声
．
承
か
が
つ
よ
却
く
、
本
麹
K
苺
D
、
捗
、
承
佑
が
κ
の
申
K
祐
7
言
衆
ぞ
は
ぶ
）
ε
ろ

り
か
．
し
ば
し
銑
億
と
し
て
譲
も
動
≦
樹
が
意
が
9
乏
、
沢
姦
熔
褒
鶏
う
の
は
後
発
濫

と
r
t
よ
毅
A
ク
捜
窮
、
爽
欝
侮
匙
か
？
靴
塑
だ
。
へ
鯉
罧
）
　
　
　
『
臼

，
『
あ
フ
ち
が
委
藻
だ
色
㌣
禰
沢
は
あ
・
ち
の
方
蔦
色
三
し
砦
h
ゑ
珠
は

（
兜
塩
）

　
　
禿
幽
而
ー
甲
絹
壷
が
・
取
・
浄
渓
生
，
獅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
K
の
初
多
、
鮒
隊
寸
前
の
飛
瓶
撰
篠
f
團
礼

　
　
　
　
　
　
　
¢
以
が
ゐ
す
ぐ
K
桟
輻
　
Σ
な
壱
，
　
－
無
の
誰
か
が
噂
疋
髪
鱗
み

歳
遭
詮
戴
茎
が
ウ
穿
と
率
が
資
丈
鐸
菟
茂
ゆ
露
乞
蔽
そ
審
，
だ
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ざ
掛
紛
葉
が
足
に
P
宛
俳
。
・
狢
孚
だ
。
二
の
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労
六
日
氷
川
ま
で

覇
露
に
び
ε
ぢ
露
堅
ヂ
く
を
亨
み
．
夏
曝
手
ヰ
釜
険
め
ざ
し

て
！
頑
巌
り
、
小
髪
履
の
君
と
倉
流
し
《
御
ホ
元
乞
、
驚
・
．
リ
ス
が
樹
彊
ズ
噂
傾
、

蓼
が
誕
写
乏
が
≧
沸
“
裳
歩
す
ワ
叛
目
が
す
0
ぱ
り
ど
癩
旧
ア
ル
プ
ス
茄
似
惹
弘
（
ノ
に

痔
そ
爪
足
君
脈
す
る
が
，
の
娼
く
雀
蕩
逸
つ
き
級
ク
て
木
縞
が
薇
・
ぎ
歩
隊
ク
火
プ

げ
で
覇
食
ざ
と
ゐ
．
山
慮
興
衝
準
釘
ざ
σ
り
、
悌
佐
約
な
葬
ア
乳
な
る
．

ま
美
影
ぞ
尽
穣
宴
・
み
”
一
な
、
罫
か
呑
ブ
、
慶
景
誕
串
皇
箋
確
嚢
簿
の
・
俊

孕
客
す
家
ぜ
、
各
あ
象
K
帰
ぞ
食
べ
禽
翔
ど
贈
の
窪
身
6
マ
’
外
副
へ

身約

い
乏
。
（
秦
）

鮒
脆
山
行

　
　
　
　
　
激
御
躰
望
須
　
の
　
訳
、

コ
ー
ス
タ
イ
ム
，
、
鴬
撚
弱
（
写
，
智
－
葬
、
教
機
（
・
蜜
Y
ゴ
事
訳
溢
鼻
写
弘
て
墜
瓢
分
。
切

－
以
跡
）
1
蔽
走
鯵
（
以
∬
）
1
甲
武
修
湯
（
〃
∬
，
1
厚
如
￥
助
甲
、
斌
信
小
盤
（
々
，
幼
ー
埠
卿
）
ー

甲
試
儲
・
嶺
（
仲
妙
）
ヌ
潔
凌
よ
昆
（
乃
わ
）
ー
甲
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＼
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．
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薇
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．
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＜
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叡
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薦
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．
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．
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璽
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．
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．
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．
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＼
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．
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憂
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踊
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［
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萄
茂
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鶴
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猷
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．
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叢
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．
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猷
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。
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．
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－
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．
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．
り
，
将
掻
小

屋
”

（
に
て
柳
沢
班
と
プ
緬
K
冷
4
つ
㍗
、
わ
け
ブ
之
の
フ
最
が
、
傍
鋒
一
、
デ
罪
の
・
簿
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く
の
〆
）
そ
、
う
だ
が
％
気
屡

の
開
係
．
名
簿
時
祐
あ
ん
憲
鼠
K
▽
が
払
声
奪
P
ら
し
い
，
木
鳳
す
べ
文
鷺
解
け
本
」
然

も
“
て
承
が
爪
箇
一
都
三
－
ヤ
両
ヒ
誉
P
”
く
P
さ
〉
が
驚
い
苑
、
卿
や
甥
三
蔚
半
泓
溌
．
冷
才
、

び
え
と
し
玩
室
気
が
肌
に
濃
む
．
斜
働
池
だ
ん
く
急
僧
へ
斜
を
膏
し
て
く
る
。
ハ
合
懲

【
つ
）
玩
蔚
、
葡
覆
妬
ん
渉
．
鯉
眠
と
食
争
宝
取
ら
琢
い
鳥
、
か
、
ヨ
ヰ
主
の
ぢ
冬
二
名
．
．

図
さ
ん
屡
厚
さ
ん
の
び
ブ
、
し
ま
っ
た
。
曙
も
う
喚
云
K
行
か
な
く
之
勉
p
p
山
と
云
％

只
ヒ
ニ
c
循
ク
之
け
ま
す
山
三
ム
い
毒
し
F
．
．
多
、
象
訴
ウ
玖
て
は
六
浅
だ
渓
思
い
、

球
こ
～
ま
袖
て
末
て
償
上
K
行
が
な
い
乞
云
・
つ
必
は
な
の
ひ
彦
蝦
欧
」
＼
魯
と
元
一
気
区
つ

砕
壱
。
所
漏
啄
胴
実
壼
八
で
幽
と
宕
わ
凪
る
甦
耕
¢
あ
る
．
文
穿
麹
ユ
渉
く
，
の
前

違
で
十
参
餐
つ
て
な
一
分
亦
、
二
十
、
写
脅
っ
て
ぱ
ご
介
休
の
鋤
榊
行
、
太
陽
が
輿
毒
質
火

9
ぎ
な
つ
て
昇
り
賄
9
κ
、
の
が
五
時
棋
ム
命
だ
追
．
誉
誓
、
暫
し
老
る
の
始
忘

琳
（
忙
然
御
末
菰
客
迎
9
、
吃
の
ご
勿
参
演
云
ど
、
為
p
た
蒔
鳳
嬢
し
い
．
≧
っ
く
憂

り
岬
つ
乏
と
参
う
叙
‘
微
が
縛
’
杯
こ
み
碁
，
げ
て
ぐ
’
否
．
帰
盗
は
奄
砂
定
ウ
圏
裳
て
詠
に

4



一2一
篇
ウ
隣
り
廷
．
却
虫
従
め
鶏
鰺
紋
全
≦
兀
気
き
闘
穫
．
し
，
囲
暴
章
、
惨
、
種
ぞ
つ
た
．
。

頒．

一
教
り
”
レ
歩
ヱ
爪
ら
し
、
　
ど
脚
も
梅
嶺
＜
・
笈
ワ
、
レ
選
伽
ヌ
も
座
て
．
面
楊
マ
み
ノ
、
ぐ
、
鳳
あ
つ
　
π
グ

竿
O
レ
D
と
b
“
〒
D
と
協
お
わ
浄
ト
が
フ
疋
、
七
冷
目
重
岐
〔
爵
濯
旅
が
あ
っ
’
レ
、
　
頴
目

下
旬
の
勇
【
し
7
、
は
割
合
に
ぎ
県
P
蟹
も
の
F
5
冴
、
。
、
天
面
の
雪
定
手
て
体
い
濃

P
て
下
の
雪
㌘
．
食
八
る
カ
ヲ
ρ
ま
、
い
勘
　
ヌ
食
べ
ゐ
。
翫
け
ざ
雫
5
’
！
、
陣
圓
亨
k

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
η
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
レ
隻
、
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
、

λ
爪
勾
。
登
，
田
叔
乞
ス
ト
ソ
ク
の
κ
爾
尺
璽
ん
5
稼
ろ
に
繍
グ
“
嫉
か
ら
璃
勾
，

白
ρ
抹
に
荷
る
ρ
藩
讐
蟹
が
〔
ノ
Q
て
く
る
．
撤
螺
娼
ク
リ
セ
ー
ド
妃
云
う
ぐ
つ
、
た
ク

惨
弓
と
火
山
灰
の
逼
ヒ
峰
う
芸
リ
は
、
重
か
K
爆
遡
ぐ
あ
う
，
衷
の
輿
遜
∂
L

霧
り
が
出
赤
を
な
ど
企
く
鐵
激
の
一
ペ
ー
プ
死
0
乏
。

　
か
く
し
て
A
畜
賢
蕪
爪
弟
串
鷺
え
る
昂
が
塞
．
承
疏
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
ウ

瀦
士
．
塗
由
も
耳
マ
盛
ん
K
腐
弓
あ
る
ε
濠
驚
認
誘
三
、
死
ゲ
冷
？
ム
、

争
す
凱
、
　
畏
の
燭
、
山
そ
の
馬
の
が
癩
壕
療
馴
鴇
の
雑
葡
囑
と
固
じ
鎌
ゑ
菟
∵
・
・
ぎ

ざ
破
る
の
ぽ
何
政
，
近
ろ
り
．
　
　
｝

了
あ
る
の
ぐ
は
な
い
．
配
ろ
ウ
が
，
返
沓
ん
宏
ヨ
ん
な
灘
遠
し
恥
、

の
噴
ヱ
毛
匿
命
豚
か
で
、
　
索
ム
鼠
と
．
褒
り
掌
い
ぬ
6
司
そ
、
ワ
、
を
燐
由
、

あ
イ
奪
）
ガ
、
魯
弼
ワ
ン
宏
い
の
な
パ
今
ン
つ
2
芽
肱
の
－
．
の
を
徽
御
　
　
乳

た
”
あ
愚
土
山
は
濁
㎜
否
山
ご
は
一
ぢ
）
、
　
訴
ズ
澄
山
ガ
．
ヒ
ン
く
云
－
い
㌘
駄
n
る
が
、
プ
の

つ
2
、
K
が
云
う
バ
蔀
み
．
壷
鍛
ぜ
あ
，
つ
て
－
旧
光
し
の
老
今
ヒ
同
じ
で
為
う
b
．
　
．
r
㎜

登
る
ヒ
ヌ
登
り
尾
く
㌃
る
山
か
芝
知
訳
含
0
、

と
コ
ろ
乞
み
う
と
冴
：

　
　
　
　
　
　
官
囲
士
イ
逮
い
　
　
　
　
扱
沢
純
男

　
二
β
4
鞍
診
、
奴
P
よ
く
炉
購
猷
変
秋
［
室
に
憲
士
が
繹
大
な
嚢
之
イ
序
が
べ
て
P
芦
一
．

　
　
哨

r
輝

窃
、

由
絵
次
弾
う
象
ρ
え
角
の
雌
賦
ハ
ノ
ズ
い
る
r
．
ゐ
が
麟
鴇
ズ
之
張

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧
鶴
ま
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
何
ご
偽
為
る
ダ
〆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
、
｝
六
雲
区
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醇
は
登

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葡
、

　
　
　
　
　
　
　
す
職
迄
塵
つ
疋
と
暮
う
み
の
あ
a

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

山
も
秋
凪
が
吹
き
筋
爪
る
入
も
奮
く
な
毘
．
死
ろ
ッ
．
旅
耳
今
昇
と
連
羨
ご
主
徒

茄
丹
と
禽
王
行
客
し
奇
し
く
込
驕
の
鴇
購
の
日
両
有
の
経
祓
セ
し
声
、
、

幼
p
唄
糧
榎
の
山
し
か
簿
り
客
ふ
つ
互
私
に
〉
ヨ
て
属
士
必
は
由
の
委
春
砂
嫡

く
箆
え
嶺
爪
て
め
弩
が
、
と
老
登
ろ
う
奪
ど
菖
づ
不
心
得
襟
気
措
胤
将
π

・
罫
建
。
・
景
が
ま
長
整
－
碍
な
山
屡
，
長
人
蓬
駕
窟
毒
平
規

貧
Σ
、
鋸
座
適
D
の
如
き
も
の
と
糊
が
δ
獣
翻
亀
ゆ
の
兄
糞
分
葭
に
葛
兄
今
又

三
致
し
て
．
ま
か
く
の
山
と
恐
臥
X
フ
た
δ
が
廉
、
炉
岡
O
す
，

　
今
年
は
掌
生
徒
の
均
疹
加
梵
邸
リ
賄
宍
K
露
飛
猷
大
藤
獄
功
し
隆
妄
思
う
．
隻
ヰ
行
争
と

と
て
診
嬬
の
陽
前
叡
今
籔
奪
、
蚕
犬
に
し
蕊
撚
し
い
・
；
残
行
く
馬
蘇
じ
家
う
か
ら

私
篤
學
9
暫
一
多
圏
の
嘉
士
瀞
［
・
象
＾
こ
蕪
労
が
歯
⇔
が
始
葡
爪
為
の
．

　
　
　
　
　
官
窃
士
山
に
巻
旦
っ
で
・
　
　
　
〆
芦
　
申
－
　
筋

　
礒
．
爪
乏
日
の
琢
抑
ん
立
ク
官
田
士
ゆ
を
餅
φ
る
晴
痴
撃
し
が
つ
変
．
露
り
丞
は
再
び
ギ
質
む
．
が

の
払
万
数
手
ス
に
余
登
盗
疹
征
脹
の
屍
が
ぐ
．
溺
ぎ
奮
う
、
ね
の
み
段
．
横
．
け
ビ
壁
フ
必
、
．

や
が
て
卿
来
汰
区
眺
の
う
　
そ
の
光
衆
戸
；
久
此
貧
の
吻
と
鳳
慰
え
拗
程
9
神
棚
が
諮
ん

で
p
る
裸
璽
景
し
た
．
．
我
K
返
り
藁
駿
．
《
る
衆
き
2
域
す
乱
擬
上
之
冤
笈
、
す
と
万
千

磐
墾
誤
し
p
威
か
り
の
象
射
き
、
疹
好
¢
、
そ
し
て
欝
、
依
な
師
煮
よ
ウ
、
不
ノ
．
、
振
盈

リ
仰
ぎ
み
る
鮭
大
な
全
聚
は
凪
に
恰
人
忍
左
、
絶
肝
，
ソ
と
敏
、
え
く
く
岨
る
．
ゐ
ウ
燭
遂
し

だ
。
　
！
鱈
㌧
帰
階
迩
K
ク
）
後
．

　　　　　　　　　　　　　｝　π　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　，岬r　　　　　　　　　　　憎一w　　　　　　　　　　睡　　　　　　　　　　購h

　　　　　　　　鞠覧　　　　　　し一紳　　　　一■　　　穂　　酬篇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

｛
訊
隣
r
蓉
な
り
搬
札
張
？
－
を
や
り
し
井
、
τ
唇
、
よ
畠
く
硬
塞
出
し
芦
、
太
傷
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

に
二
琳
［
話
疑
か
ご
ん
竈
の
と
あ
．
之
歩
に
臼
き
く
ば
リ
鷺
が
ら
掻
覗
中
、
　
一
庫
の
繋
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

風
に
札
栗
が
ヒ
び
ち
リ
火
あ
の
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
敬
久
主
低
K
て
　
　
　
　
㎜

冨
奪
§
き
、
、
・
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茅
凹
＋
，
闘
倒
陶

八
ヶ
缶
主
脈
縦
走

エン

浪

【
メ
ン
バ
ー
】
　
じ
岩
囁
、
河
含
、
下
出
、
関
谷

【
ダ
ィ
ム
】

（
ガ
｛
白
）
（
く
b
り
、
爾
）
　
教
宿
（
P
鰐
）
ー
小
頻
沢
令
ン
、
躯
）
ー
捧
遼
（
ア
鎮
）
～

透．

磐
石
⑨
，
抽
）
貞
晴
台
禽
将
Y
押
尋
栄
鳥
－
、
勝
）
幽
嵐
出
〃
、
巧
ご
、
葺
小
愛

　
（
環
、
為
㌧
乃
て
爆
の
火
（
崖
．
卸
Y
ギ
宝
・
瀦
懸
径
、
？
．
醇
）
－
権
幌
・
キ
宝
珠
の
路
瓢
郡
？
の
）
ー

縫
蓼
1
気
峰
（
急
壷
下
旭
（
姦
）
－
杢
，
レ
ツ
ト
小
屋
？
3

（
空
蔭
）
（
く
L
り
、
購
）
小
肇
（
6
、
弩
車
髭
（
彦
霧
Y
番
ゑ
あ
－
乳
Y
猷
葵

　
小
一
屡
八
縛
50
1
診
）
－
・
雛
滴
〔
猛
（
材
ρ
F
11
．
50
）
～
勇
依
灰
諏
パ
礁
鱈
ー
琳
択
鉱
強
駅
（
12
卿
Y
漁

子
小
屋
（
2
グ
姦
Y
、
払
深
湖
？
，
解
茂
Y
仏
索
胡
駅
（
為
－
姦
γ
小
調
ス
ヘ

　
ぎ
即
1
η
”
）
ー
樹
層
（
依
，
諺
）

　
　
　
　
　
｝
八
弘
、
し
冨
ツ
ー
・
「
少
薙
　
　
　
　
　
　

下
　
　
顔

　
小
淵
灰
翠
、
、
ポ
融
祠
K
本
を
つ
め
駅
繭
の
m
殆
芝
石
．
耕
ず
る
。
踏
朔
区
匙
尾
七
爪
松
の

亦
客
，
抜
け
る
と
蟄
は
箪
票
の
緩
か
な
斜
曲
、
忠
寡
に
融
石
で
比
K
と
な
。
屋
帳
筋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
　

不
明
φ
高
傑
よ
り
尾
根
に
取
老
き
、
菖
む
し
K
魅
石
の
票
主
旅
中
2
鉋
目
に
助
け

ゆ
肌
手
揮
副
（
青
穽
小
屋
と
笠
演
虹
分
亟
V
に
塞
る
σ
二
姐
よ
り
碗
ヱ
ヘ
橿
泌
の

研
翻
ゑ
の
ぽ
り
っ
の
な
と
備
平
な
コ
ケ
モ
モ
の
踊
笠
由
碗
、
〈
墨
る
．
本
陽
歩
て
視

縁
翻
く
、
尽
食
取
ウ
、
燦
積
し
た
岩
慈
ギ
、
木
レ
願
部
へ
降
う
，
青
年
小
墜
珍
り
．
C

阻
よ
リ
ギ
ポ
シ
の
蚕
ワ
橿
松
帝
ご
の
眼
堺
並
ギ
ボ
シ
豊
下
道
タ
分
、
我
々
は
、
趣
・
＼

べ
く
巧
糧
怒
中
〔
通
之
冤
幽
ず
．
彪
澱
貧
カ
レ
損
断
の
蓮
絶
や
が
《
権
蓼
1
亙
峰

護
置
下
へ
歩
る
．
権
一
視
ノ
く
ヌ
峰
癩
“
待
レ
を
、
掻
齪
出
彫
霧
の
P
．
め
空
し
。
俸
～
尺
留
の
、
明
き

と
う
越
嶽
公
バ
凄
妹
客
み
吐
ゐ
v
。
泥
忍
な
蜜
ゼ
づ
箆
属
乞
下
魯
．
時
々
爾
バ
パ
ラ
イ
・

と
頬
を
打
っ
．
遡
舞
順
ヱ
ご
繭
は
凪
を
倖
フ
で
見
う
見
否
視
禦
「
を
さ
瓦
ぎ
ゐ
．
　
5

頓
繁
縣
痂
タ
小
屋
の
青
9
．
灌
ボ
立
う
幕
う
．
我
マ
は
繍
疹
急
吸
乞
縮
獄
疹
よ
り
の

篠峡に

変

外
ガ
だ
ん
．
『

奮
が
ノ
＼
ポ

ビ
墜
、

耳
，
氷
童
し
の
戴
と
与
く
一

始
き
は
－
子
に
卿
る
孫
ピ
兇
ん
ゐ
、

て
し
ま
つ
玩
．
噛
誤
．
匹
好
調
鋤
π
。

か
ら
の
眺
擢
嶺
は
薩
犬
琢
紘
、
の
，
て
、

、
つ
ね
と
曲
り
く
ね
右
千
曲
揖

小
彦
エ
が
溢
喪
ぶ
三
日
が
－
り
開
9
て
）

協
下
溢
、

山
気
奔
宮
味
ク
、
　
乏
・
♪
・
興
冷
擢
で
年

た
の
道
、

が
承
・
残
が
、
（
・
矛
、
凪
ご
協
元
　
気
K
閲
時
・
幸
柳
》
ガ
小
盈
く
ハ
薫
ウ
ニ
ん
、
玩
。

松
．
原
湖
駅
－
ギ
び
で
　
　
　
　
　
　
　
．
圃
　
　
　
谷
｝

イ
＼
明
融
へ
な
み
、
谷
闘
匙
通
し
窒
轡
房
盟
鞍
久
謡
王
轟
φ
う
の
祐

P
愚
の
だ
。
小
黛
の
か
発
は
蘇
凄
ガ
ト
リ
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毒癖．ノ、麓備轡、灘．岳山都立西校，〜澤．・−　疑縫辱奢貌憲菖．簾晶　”淵山ばあく喪轟欝で易q偉犬謬る．瓢蕩っ話K涛し護磐は秀美。惚豊羅の申K歪ゆく戸一とが拳なρ）とたと　還傷警饗ピ、筆義�f暴邊澁蝸蔵ざ震すゆの挿郷ε泣墳しで、婁望肇鷺�o十したp謁書あ商　轟徽ー……ーレ賛　ほL一澱葺…ーー，　　　…　，“丑〜　　　　　　　巻−頭三碗け冨瓢　湿き茗暴す審倶餐論蕊二窯ない臨　　　　　　　　　　　　　慧贋奈劣冑蓼京言漿房鑑　｝牒念Oあむ．　　　　　　　　　　噌�o｝�o雀は雀秀に、腰誘霞嚢誌猿辮潔繋翻観繍線耶…｝�c父翁索生塗の藁臭轡�o｝讐劣　　　　　　　　一　　　　音区宰財によぜて「山を敬すし　　　　　　　　　　　　　　　　都筑、修　蕎い山に曇置り雄大な〆霞鍛ハのゆK麟．と劣く貯、時め’種の纏独駅鷲打た融ると塘K、さな昏任であるガヒκ数するのぞあ巻．入陶篠含な実K橡継、であリ、興徹砂K動いマ、D自草’分，きか些掘く何朦K小麓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る，そして人は入、椿の癖重宮ぷ舅δ紘判とか内向繍に自身と丞うもの奮内噛、娠ガ5ξ訪衿が．自分の駆蔑の礎農て宏うユ鷺は臨尺人吼祉含乞碍蘇ず大慮の磯，K絶か腿、無鹸の大窄x師≦這ズよつて錨のて可能であなの、ζ掌かうあノか．　こん駄跳思啄ご私は由き愛す煙、類双ず疹乞云ウ激りはの芝敬すう．天誌人、，即う入は沢遷の究穣然毎呉職串に・駿を托しプ、奥K質今砂、簸議ε見癬の盈シが再よレ緬無尽．殺であうり．　ムス9フ・アヌ。ウ公ル〈ルミナトツ．フゆ氷藪冠q魚’衡婁翌集勧・茅蝦災鷲矢クた死，穗麟舞うz矛きεお珍ます「山φ名K億すウ訪のに旗．兄認？た争頓有りが、蓄又キ」てル越孝匙し夜絵虞雪あば．拠マわ、属蓼漿穫のΨ織鳳鋸色に輝9た樹氷ギ尾聯湿殊が・つみ尺懸岳や爪絶蕉の果し甚思逸妄箕今裳ル傷肇磁そ献貿剣蓼駕の確大鴛躍容雀針、すうvしψに登ワてみ．ヒPζ少Φ幽手レ」φ蕨一抱春るが虫果の聡げ爵篭法宅耀登は尋2み奥跡撒黛K酋足レ瓢碕糖饗確鴛翫鱒舵蝸鼎纐％確勧躯・山を褒す・蓉が致く誇｛ゆさPでおき老ρど巻え否のピす幻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝ー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　醐・　　「山じ登ら孫、いの弁解，、　　　　，｝　　　　　　　　　　　　　　　　盟　U　〆　謬力『酬ク7」碁φ昆齢しつをの新嵐辱異竃みうと又例の癖、”覆咀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　榊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　榊目次　部報にょせて　　［山き．叡す　　山K春一シなPの《サ鮮｝意頭竃洲斧葺圏例会茅巡断晒会一予狩囲嗣息喚｝予−路蘭鶴合晶第卸闘倒を邦卿繭裂華引曲鰍，套佃人山行…蝋、鴬ロ田藤騨中鐵ユ甑．，遍罪窟髪塗崎恨・　　　　　、」本島辮m煮勺、分−　　　・，」〆ゲ契鞍父汽サ懸・辮．弾岳冬期山曾計漆窪愚士郷且山；；邸A仁会戦■■山帖擁楼蝿鞭：おrb、、！穏レ＾シゴ・4・旨7刈【62ゆ。晒P、〜応「二一　　　辱■　罰剛η　』、三蝋　であねψ　二、三のゆ堀乞越，�o　　　　／ご　　見ー　ヲ、4モ、喜と　が　　ン、亀　　r　　〜　　カ　　レ’ン・場とのll驚｛』，｛…妻曹f零量妻∂　・亀膠8！｛蓄；き一5■一｛　謙’二1軸＝ンヨコドノくどヤノオワオノ　げずノも　　び　ぎプ　ロマ　レロノロロコこ　　こちりロ　さこノズ療脚降，麓嘱赫臓熱銚鮮．覆輌卵翻照％確勤躯由を裳諦9籔が放、く純硬ゆなPご茄ぎ池ρと甑）えるのず才吻A，協“一1一　　　　　　　　　　　　　撫�兜｣々樹、メ，〜”　蜘艶．擁．．二耕輝圃例息五縫灘灘醸　　浦川奮葉中登山鰹鰹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　隻　鰯’バ目飼口〆算生の款迎と部…内一融合＆目的〔行わ爪た。�@川苔谷林道○い几五〆、　潤、　、ンニ○蚤バー勢申貴じρ関谷、藷艮・菖○コーズタイム　立川（て、二ε1Ψ小川（ハ、タく）、1州炉財狂淑πσo》1想箆η谷、泌台（九函五去3ー、天ツリ岩づ2臥隠ガ凸上臼ド一口の萢（二．脚ゑ喰；，慧）ー梗ヶ俗（一、oo）ー融、上（一、桝力）重算異翼孝足ごは＾あ〒淫露多く行隊ずが、冒・毎加は闇谷’名、参漁き声込んかおき猛がら巻磁この隊夜多！、9小滲棚はとケして6あや参。．獲は馨、分瓜ていヌ、我焦遙β、横嫁、ぞひの道で”番卑く麟上Kつげる旅だ。豫尋の激K意外K早くつい斥、のでその漏の食争と∋で砥分の穿募；え3騨けい客とつたず豫羅かK横過ぎる．しがレハあ／面の休以外は立5止まりずハイキアグ的．…看豊霊欝のなず蓉奉祐意く積嵐（老ぐのもあつけなP．林這コースの積虹予足時闘より軍くガ蒔阿十五介頑レご脅。（甲野）�A真毛算沢σ。↑ヲィし森訳、岩遜．，林娼糠島0憶ースタイム　珊乃郵（七、ぢ）ー輿乃替泌合ρ、塑亭℃、五。》ー矛凹／沢（π、ooーλ、o諏）｝糞止の殖（ガ、三〇）ー戸螂（π、五5f戸辺全。．轟五）iF叉（一。、｝吾￥コ5沢含邑1最（；睾憲塊屋撰2．互山輿高菰ご　椿導檬に薯びか爪て輿名鞍天に緕く。始のぱ覆磁のない河象歩きであ言てしまつ・蜜合がう”爵糊余労切の滝乏石手K見るとその先は亀々．々、　ヂ弓の滝は約七ψ爪ご爪盟漫始争く亀バ裏のφ巌皿と宍K琳勲搾φ雄物　でめね．　二、三のゆ侶乞誠』・．ぐ貧くとが感蘇、ゼ為・＜カレ鵡物の菌ソー、、、ド．〆燐Fノ　陰ア酬ハイト・の凌倣鍋．鰍歳亦泓塑根の漆へ憲φ．　ヂr痂脱ブ、朗鑑¢山欝、姪）い一　っ匠。（林必　へ�D曲隅庄ワ（侭釦沢　Ooバーティ　．鈴「小、　伽蝪嶽．庶−一訳（一郷V　Oコ…スタィム立の（、『，三・−角訴劣、ヌ）�d一〈冊嬢公、蓋τ頂斬茶慶査愈　ー．コソ、今り課人つ、二み）ー酬・．谷、沃…A．〆コ必）ー田，旗癌がノ・絹ー（0．匂）ー由翰八　　古謂壬駅で他の武i』ノ｛・ぐ必バ承て職レ谷猟の掛倉辱皇藏．嫉才ノ、礁め｛彦気激　獄じの罫汐h、氏、零テ〉峯黛董讐、が囲うけ、明る？沐と茸る、．、’−、！・秀盈宮　二すと惣γ、谷六ヶ艦へ、准な．　葱喬まき豊を、とhノ．胆麗と↓d勺　丁二の小君ま沢　の去多葱．〉るとボ換慈、んεε鎌、溌か屡葦換鴻τ廉p訳きたどリ毫振ピ　〉しりつく。雫覆鷺v一糊マ“竹くとぐがて麟ヱガ曳》、ず、ア、匹つ▽侵κ！テ5の斉　が賜．え配9　（、平沢．・鄭）�C囚桝浴■　○ρ八ーアィ、」馨Ψ（炎）山脇、．孫．霞　○「Tス9イム立甫（委6Y煮格（き≡￥賓璽（説、参￥吉喧附（ハ，呈￥｝．騰鰭湯（ハ、〆？一、むー大爺毒含たハ、‘五γ”壌止竃ヘハ望−九、9ム）ワ7．kがえる小体　（β．、五i〜．oo）ー−無子の’雇ハニ、三σ）1早弘厘肱棲（二鴨鼻）1，爾、、聚0二．三）f孫圧K歩　る（／づゆー！．一み）ー広い耕（／、三〇−！面ρ）ー・血幽許、ヂ（二，〇五iニニ（ノー臼川ぷつぬ（二、凹つ）　　食巽物な渓の泓倉に音って首＜。ス織灰の泓倉芝過ぎ否と爵藩はせばまり　識石瑳タに一ぼ陶｝六溢猷〉て・っになる。小禽指止、　留侭止の轟罐蒋こすと、ぎるどふ仏。、，一調象厳グぎ、む二ぐ譲多響属循と∪わ感ゆこの落雌三十米遅もありぺと近すけ奔⇔。こ・’き　引ゑし、ダぐ．横の沢をクのる．（幅田）　◎力ロー　○パーテイ　’し、笹田、　犠崎、　揃藤　○コ夫ダィム氷契天、5去翼天吾v疹沢（二呈辛冒傑へ・、／、各遠｛．僚ヒ入ソ互看八三、一五）1蘇発く六づσ）ー小ののス癒（六、二ρ）ーカリー嵐A霧倒く・万参）　；嗣興倉ゴε〜憲三ノ薦（九グ£ー犬滝｝看ハ5，2）遷固ザ死（二、五血）ー蕨，元峠鳩編畑�o一�o｝｝騨一嚇ぬ劣筒面白く言．塗あ電8つし牟過ご桑、穣宝中下るあ速電芝郷、、津�j　　一　2一　■（！：辛同饗・一・邑↓◇誇（三琶癒一．憲へ（一綱’一〔、、．漏）｛勢の善累ε、yご渉登脇τ、籍々韓κゾ）魂響珍、曜仁�oと盆芝。奮登象響・愈、、馨だっ諺．｝しκ卜／どバ叫一皿諏鷺　まり．”コルジ談Kなゐ、灰驚ドヘおに、穣〜、購い薮じ裟．7．ある、ハえがて大ぎく曲ゆと骸六の一懸励K出ぞ．蹟墾、ほ莉一岸Xへ才ノぞ、菩−区　、奪差簿曇祷愛谷町∴る』察して含震象穿一桑ゐ疑桑婁の奮竪．暑舞雰レぢ多暑く一ぐ碁9秀讐題し羨墨輩ゑ．壕と碧実婁」霧、尽璽と2饗農｝〜3．）し．日と緊し≦．葛．叢へ磨、滋へ瓢畜ψψ元峠定敵えて瞬葛が級いてP鬼窩ん庁伊φ麟び老穆K．蛮じ噂〜山確邊．一定o、（旅離）�F　　　−○パ↓ノイし村嚇，、聡ロ、ア湧雪ースタゑ弔量養倉・Y、慰嚢2饗万，重−嵐ハ、・．一．。）嘉か霧盤く蓼羅警行〈．か奮黎好夫畿少教鷺．疾適箆福糞・豪る．や隻堅．確を智ずく霧、精．苗山ヘトッ7K．矯《。（中騒）　麟　　踏　蓉‡叡名訂髪弛梁る．蒙羨ち象要騰、9讐帰名　Pた。　　　総　評　訴一』．』村瓶腐、之誓参饗慰験注努留疹誓ξ3象2砂〜．云繋争　　が実薇に不測の弟驚竃生含製弩．　箸　こ琳ぼ蜜分の失豪．鑑が麟とぐめう少し綴羨親、酸の疲�Fの催し三レ　　乏ら顎がつたと思クている。β璽瑳憲蕎つ三忽官捻藷巌魂蕩フ党（�s〉、献　　墨救蟹旨夏最捻蚤璽鳳・蓬謄雪解奏．塾っゐ．回・誰饗の際象、毯は今攣合禰究さ壌余地があ書遷，．五』猛謙為K塞留義集食が墾讐し一，の岩沓蓼　　む協力は鯛祷外畝こ磁ハ媛搬念．瓦っ死．屡あ、参警参あ集乎寿する私の．妙想です．　　穫喬か祷嚢不震ξ誓2賃墨．涛し、郭．翁書紫賃のよせ・案た櫛場力．湧原く鶉敏しま究�o　ー遷ーー・ー−−・・−−�`．．．−−・・．身　　　　一7で曙糊辮、塩〜多　，　一｝　　　　　　　　　　　　　　　、　�o　　　馨の山象謄残葱、−）笠ぬ岨覆ゆ津残｛ヤし誇泓イ、，に門「．り．、、｝　　積禽朗潜孟匙行り（暑K含2〆、．　　　　　打含ぜ会　’　　　　　　　�o．」傷馨と貿し美落．肇・2一・　　　　　　�o　�o�o　，：一一騨口肩汐a（恋○曇孫えて打会会象、、竹，ハ、講ぺ　　　横　　　　環愛暫締掻、挙塵瓢．踏騒鰹婁署彦認篠ダ、穿才、、．、ノ少塗け衿見響、が颪《に自靖賓認ろ藪．行、う計勧．桝鯛欝図気蝿＋大湘、i．二＋鷺雪し己臨ヤ番庫干六毒・搬（肇−・着、弧．肇誘繕穿マプ象αY発段愈ぬー糧墜当轟ー砥東颯、�dτF−急、，野ー臼闘髄蜀門係紐磯、燈繰繍　　　　落幡福鴇へ蒐V亦　　渉外中暫、下座、撚．谷　含財斎瓢、溶の座皮皿了毒1櫛醸天キ｛合宿のお知う辻・酬”薦鼠整誰望くキあ台翌歪の嬰蓼嘉磐議ま暴入淑中糞φ畜募．難蓼響塩力と軍・亀轟響疹篤より響漁定・蓋琴ず、て藷冥、富乾八響滲は濃麺讐シ、勢．菱髄象方察憲隆蘭隆匿降最墜機僕酵鷹薩儀に、亀『こ〉一晶弗三十六圏創会　　芋倉尾根　　　・御・駈駅ーキ人！蓄轟　　〆P　川尉　　　広期　旨　五同ナヨ召ペーヲィレ林、下あ、午瓢、禽離一測村コースダィ｝ム　　御癒駅（〈．三五）ー蟹“仰社（すスεー大琵小豪（三、o舞）ーツヅヲ岩（一、｛万Y鳥、強刈由（ヱ，凹ム￥十観本（醐主εー轟輯布ハ門5一、5）御品駅匙出，発．し直ぐ多塵瑚の河猟に資りζリユヴに魚蚕塑必む．濠零こ呆畠闘嘉つて歩く季誉良蒔嘱を7、獅黄押賛蕎き霰響欝望の弁当に才る、臼晃轟くなりかんノ〜、と衆りつ叶〆む虹遭と急ぎ大世小ハ蟹に囲毯くc圏国に晃定姦御繭三須の寝r、が）？変婆、、禿く戚咲ぎの山捗Y置�n皇穿．な鷺鯵婁の自）餐卸激紮鵡し。麟�Fで斌やの軽9穫外ソ．多貢ザフyλでしまう遅プ、つ�c、、　　　　大藷胃山．IYムη月布　　　一A　ア　蟹　　　備、馬刷須刈山が並ずPてくる、体みく、黙ぐと歩ノ〈りつにひどくのいとががゆ⇔て添、とぼ8示筒の示左合けめう，βあ熱き少し行くと駅がのう』とρクリー牙あことば魯乏よゆK渉く。肯墾のか場K洩ウつき．臨潤承の中へ顕εつ♪込ん塾ようKして承をのむ，欽み終やと沖闘贋須ツとし兵より賃頻つき．ガく／〜するうちK．醗戚由逸《・）露狐遣K嵐、轟凋覇K入り歎KOく．　　　　茅彪尾擢　（攻、養V一r　林　　　試志別啄颪と弩．挙も奮く塗3救し、矛廻盆ゆ違妙象占摂、9ッ貨£ク乏、重毒の云ク通ウK郷嶺駁穂の河像で矯をクゆ5，凹貫ゲつかつUだ。樹の荷魏《准承な9疏�Hか薮倉種調だっ托が、火勤ガ・りは択襯そのものと丞ク戴・C。蟻もザ、欠派身、、拳九ば捧のリユヴクが藪算ε捉℃たのと、つナう彦尉並で少し顧ヒ丘だ、げσ凝、鏑鷲祐0夕しつラとげあ＞て喝似ノい疲が》た。、伸界一二十ヒ團例△4水無州本谷期　　自　六溝十江鶏パヌ！ーノづ　　」加罵縫・．一笹困、　．漂−訳　コ；ス　熟鍍探1六億、」（沌疹〉1禧漏−六彦　カラリト購応、π鯵嬰に桝猟身羅がクツキリと、雰かび出てρ参。林道をア　沢の歩合ヘン一急ぐ、旅ズ�d帥沢£見透ク〜、弁善本の報、虜逢噛る，3は圧顔奮クラ去藩影耐協蔵ヂ虚トなく醤心穿参，ドけけ菊琵ルしヒ琳り簡庫にパス、再2は前鴇の爾がホ量多く誌響し粋峡ながら石鮮2、砺t越えブ、暫くζ濠構放の紘基命つ，＄慮4廊KとD・いで今ド之剰矯し《滝エK泓る。K、な垂劣令ムニーガらろクブK出、けのみ蓄心してトラパースす斡．K嫁蒔癒しぐ左洋ε、灰麟次労K矯糾亥．鶴し、簸六の鞠に塞合0．石彦のチムニーK取りつ）πが紙化さ瓜疋老はもろくぽろくと7《盆てしまわ．そ琳き逝念してまき撞ξる，房前展潮しだガレ揚�a弊登り魍るP煮屡擢K飛ぴ瓢す．．蕩で漕休の、復夕円を脊K！ぱ9あび《馬幽懸�u壌磁t馳り下ツ陰．藻注十バ。圏鋼座琢．水無邦翼　　瑠　　六肖タ十戯域み谷一今一埋上ブィ」山臓、展崎，爆中老遜，、楚・、下払、劇谷、．登藤コースタイム　矩灰ハハ，oaf大倉〈λ鴨9ー源次沸沢露燈ρ（ノ。、つ？、匠、一ハ冒Vー砺（三、・？三〇）ー砺つ、言！啓）ーば騰→〆−舶9，．柔〕ン、三五ゾい六嬉へみ響γ漉灰（蓉！二♪）ぐ〔瓦が行穿区さ九ぎる。ボールトぱしつガρ与、ソ〉自．ぼ渇考区クラィム、阪は本ールドの少婁葺よリ行が賃しグ、め雍、実、季角．．為，φ方客冬りが。角は甚埼．事側の水際ぎ行くとト’てースをうけ誤全、砿ば左岸の盈空管走るパノドき利嗣し（亀マ歩る，脅、磁蓉穿、．閥スし乏篠勿は左煮とへずゐ．ま者鴇．蔵、同しくて洋KっUプ、▽0が二の方が琶労ずアる．　江ヰには許ゾイ砂でノッ〈財凌ヲ忍、降っソ．したゑ貯に言ると急に纏のへつたの猷気に琢リぶ食と可ゐ・大滝輪蹟μめみチムニー＆秒絹し《，登う，他は圧洋のクラ》ワ茎姻・疏痩の”誕▽しなが・屡乞、砺、尻とも示量疹じP、万」と藁そすぐ鐙蓄．。塘、彦の紅環ド、のととクう槻真潔務の、紛ヴ塞を頒にしブ、六倉尾微豊下フ之。に麓分髪囎．％獣蘇締懸下絆罐嬬懇紗娠望　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝｝｝　　蝸一グ窓から〃疹箆く見・尾る感何処の由親バ壱りしあの山が裾ひ塞諭放るあの峯’マに雪媒白く光っ　てゐ醐綬・．ろに瀦ゐ・一入殺が計画のζ師η墨は嚢る雪拶託べ々〉し�d九Yクああるてののぽ洛麦の何rフ’ギ　マがヌ：！　K　り一−　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噛、　　　　　　　　　　　　　　　　　�o』、�o　　　　　　　　　　　　　　　糊�o　　　　　　　　　　　　　　｝略■洲齢　　　　　　　　　　　　鴇�o　　　　　　　　　　　−�o一　　　　　　　　　　へL�o　　　　　　　　　い　　　　　　　　　、一棉　　　　　　』｝　　　　　　二：　　　　　�o　魅　　　　嚇曳　　　鴨▼　　　粕r　　｝繭　亀い監｝　一榔甲Aw｛娼讐二十π囲例A瓢・押奥秩父主脈縦走．〆　『ノ∫　■婿期置】、L角ヤ凹ー〜九已潤パーニブイ〕β綾走離》航熔、中瑛　　　　　　汎平一〜へ一勇、呂伽9確弘、一縁放、借」際充仏（以ぬ二卑）　林営憲〜、　｝瑞田〃孤コb郎（沢二江コ斗）顔二毎）　下掛沈塑茎、網谷．徹　弁櫛霧樋、誘．嵐ζ　　へ以工一蕩）（閉力．佑璽山璽）田中搭列勢”　、ー　〕鞭遊班昌パー〆そ竺証暴・ワ＆孕，斯、プζ登刀亨ケヴ�d，雪，ρ縦、　凝循煎揮”田�k盈奔、’、　　　「　ご　、酵滞．汗　》猶跡．窃俘け纏輿英黄　　A既　山り、　陽睡騨冷侮）　鋤蘇、挑　　δ薩　嶺中雲．、讐綴、遂一爆　〕糖頃　　¢縫　雫沢，よ外承（曇崎）　河・参，佐霧（ヰじ晒鞭塗環礁醸、罎腿夷丞、　‘　コ、、．、甚晦皿仙蹄（以差一．�o云」　かロ濡饗失　擢石覆孝一一「　輝合（ー押沃嘩）」村田博、Z、鍍、中．野柔刻（双二．二響し　讐ロ弘注、末−行馨∬胃，、βル串濁ヌ護・，乙牛芳6旨循じ、．牙図沼　　　　　　　　　『考ロ薩金山ま客．大愚小量まてー大麺小曝萎でー■…炉穏・・．必釜［十�c皿環オ石丁ゆグ、届づ唖室修蜜、℃矢発弊−瓢諾虐謄ク　　後クー垂灰勢掛壷まで　　　　ー佐藤「艦瓢　　〃麻　　�cゑ慮、発い麺宏で…一へ『、ーナ臼卍ひ男宏ひ、■『尉瞳虫鋒�o　逡藤櫓の沢，，7甲試儒、，〜�t、綿由・謬／曝、4！モ1零・」も盲唇t野，〜雲ミ聖蓋“…轟雪．野重｝監ダ広冒荏’毎ー更湾｝多5寄…とチ！妻萎〜雲ー》翼灘藝謬『　、＼一5一薩　蘂　　　佐縫峯．｛参葛資料　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　が　�@衝体懸催欄（議走．榔沢班）　一�A葎舞，（ク〃）一闘コース9イム一才一日，（繭V　ー金山（、疹櫨』γ就薦，（厚、o。）才二陰（爾）�B・慧養紀養薮走）�D、及魯、鉢属囁甲中実信磯癌y｝着（孝ε薦費・。Y筐洲峠（口．ゆ1濾．黍鵬質）　　　　　　　峯褒轟奏（一・丞￥墾果・、3。￥春巻聡）、応の雲あ，久u5・）雰奏あ食、ε壷票（墜、｝大難屋（葎雛，婁誰）遍．甚山二葱、』、呉4否、潮〈姦、Z食質、釜陣感，き桑笛軍、さ〉蔭鯵．ω）（註．七露．滋〆、よ妻蘇．緬　発なし）身−三β（爾・復、購一）（宏郵…タイム、比，捺六ρ，加）ー亮祭吾、丈（ゆ、舶）ー国哺（　目．30）ー甲試嶺’暑分，oo）ール》（5，�S））　　匙察6品）奏ハ覧）」暫案底￥盆更警、演、分葵訟巨霧分，讐碧発（冨、。σγ菟雀養・、めγ棄塔、・．包1讐、丈黄齢，聖占贈（幡、卸）−露、尾馨合（葛）−鐘｝訟姦（　θ、マ0））〜フ、シ嫡（�S、09）ー雫烈．鯵器へ以、助）趨貝礪）究餐9イム潔（3動）よ奏（7・・）、肇（7誓ヒ巽（名勉Y薦勢・�h邑姦霧霧Y獲讐奏￥叢雀（　誌）、双徴マ廃と、尉じ．　　逸養色奏（晃イ最鋒羅（疹￥悪眠（凶、・ひ》轟狭ρ、�S）【穫敗嶺（品Y穰奨恐Y霧．ひひγ鮭，（鴇）書，農劣〜ス　蒸マ督農，（塞）−醤少笑移￥就曼�S、り⇔）蓋艮晒）黎冨−、賛ω、ωY欝輿�宴ﾃし藷（鍔、ぼ．碧⊥先　岩（・、艶遅、酔Yぞ馨彦弥（論）�c奢（、墜双濠（禽2糞島Y、　最姦』（畠｝・馬騨）−覆（塞聖　7菖と老（垂−募器委粛輩（鳥、鐙Y豪％、岱≧け、　馨｝二本話の負・、争あ）ー氷膚、溌（3．5。）ノト蝋、天　　湯姦に努峯3しだ寮詠副体．嫉慷、髭．潭雰9ゑ、η窮しブ、いゑ籍湯豊姦ぞ。キフイ．毒義．をM粥饗D饗墨票、らノ＼嘱　えて竃．邦の！ハζ！フδひしイ、走る由筒茅一そ、〆皐岐叛々の賭日に君す参、蹄．窪名のせ《産っ霧＜，−裁�k蕩、箒．八」薩ハ年・猛，6必、餌�`ないバ、我々のフ7イ』はイ響瞳ご駕、ん、塁，実翌与轟眠．．（川藩）　　　　葬、蓉へ接u仔ま計、　　鼻〜　凝で攣倉翌寓羅がマ、分〔／だ．のが智含ズ管蔭）予　器時饗憐穿掌、卜・ご二濯努．窮〆か、鴫パ弊．違p2寸洪・　つ�eリ！蓄重澄芝いπのだ牟2妻態蕩ヲ、もよ碧．k6尽　硬讐蒙ら類蛎〜。霧雪、�n凡幕銭めフかき変…論，r・動　る，童響淘男ガどな多メP、・等あ2芝黒誘部夢らく、拓、鎚欧　余ワ妥瓢のなの踏y金由へとび魔すり．K歩む。．違ヂK於（金山並しの激励　2桑が．緕璽盆の、傷騙Σ▽、ねらβ易脱慧美ク結界K縷。．あぱ深く鷹纂せう営．な奮馨書の径、我り、と．、穿べき薦ピあ．e、一．｛い業鑛、、　機園、まつ夏ζクく糸う夢男ぱオー辛め璽ゐをど江め．閑運−そ勇掲し　　銃、pρ（巷場）　　　　　茅〆百キ人日小屋まで　　　、　　響マ窩警暴か雰、が、霧の響飾鷺が箋5守た．鳶　　駿、参り小爾が隊そ宗て愈・本隠りとな鼻、ソプは直K雨が−疹遼、る．金山　　かリビ行β謹り威急蕊建．渦、．轡かえs扉があ斤、ゑワ玩．　　需望兇畏う9て跡慰芝Pる鐸＼所励檎の巻が美塵葺．立で図．大日小　　隻ご飲水をくみ、なつみかん尋飯べ元気侍づる（福爾）　　　　　　　　　火弛小雇まで騨壱祭葬含入暑迄嶺痢墨気降つ”・、＜易。築、で窪バ奪．羅　　疲讐≦おぞ．少レ滋潟ば卑筆蓑、尾蝦嘘劣，暫ご尽・貧ず乃．。肇　　・蚕繋−裁論雪ぞ勇ご悲讐無く蝕勇くくら犀篤pの釜　｝一6一常食埋の乾パンを、疏？て箕穫の歩庶尺腐が・り塞礎する、この乾尺ソ脊−大分ガ感つP死が佐緩（信海）が畿分遂底気蝋管のでパーテ｛は益資ぱりぐKなつて来亀最篠の伽畝　佐謙赤懸が五丈葛（蘇くと充、発一した丙の！．二罫が多斗K取残δ、．猷《ふ蓼入て）幽、．あの眠3さらしK大分獲い岡得βぶら耐りな？：滋刃が固瞬5膳ゑ．うしてし琢う．．中．ても煽田が一番ひどく行働年能琉なっ死ウ×で嚇砂だが躰肉。鶴噺この寒さごば長引く£け不列譲懸篁多んら煎るのご福田，・篤髪p萄、を穴々交瑛して15、疋け岩の下K残、して出、飛する。冗気な覆ζこの時は内窮了ハ区符う二疋え為のKやつとの媚卍云．広フ陰ガ、喰妄吋重℃会毘輿お桜井氏の親．切な援助な蓮常い方．才θ戻．しガレ入、λ雪、琢買書ど∂しで蕩齪眠勝ちなので比薮酋元蓼珠粂汀−外1とし《充灘9奪＆造はせ、赤鬼、害福帽、鶴弁氏が幾為、寮し後の瀕，入も寒さと癒倣ぐ箪♪委．本が需ぞくなるのξ朝肖の、馨で曽罫ーズに分が猷て擾田、平択、癒沢Σ、呼がKヌもヤ先．溌、鉄山附盗で、林のパージノィを迄越し、大弛小屋脅転K犬裳鰹しζp些ズ．匹薮勘を．頼み轟墾壱田が塵ぐKるごゐ。こばりくして慶。験無昂k次向・ン匙どウヘ、）た．小屋江．噛くと火の討陰か繭元気2闇復し、友の属の計、肉ミ豫り直す。¢〉でめ覗々が二の鳳歯蕪争K遍過蚤承〃、撞妊氏の轍切ε応融て球な・りなPo　（山口）　　菲看金峰往復　朗早く玉弛小屋K頻、る宕区しジ目〔弥とぞへ、小屡をム良．、照”、瓦に蜜行はあ・や冬つたが、晴承そ身と▽9雲歳亮分Kも差。麻艮覧リ蹴…リし乏懇過が・すつかり身チ獲くκなPてワ《彪ハバ奮がノ穴．商｛ψ屡誓4ば底賑め琳だKぬ爪てbてゲ々寒p無誓ニドレ、紘奪編矯に毫）し体めだるがクP、”だが二入とも僚の底、Kし素、ヅあ、ゐラプ、盗ト脅けで弩とばした、金肇望丈莞丁善ス蓄劣←参ヂ、つ声、．あと少しで金峯Y云うハイマ）の所進糸てやっとゑが慈付い圧、、禰に墨為、岩2とか五畜票深・霧の中〔バツト昆者に．もうザしだ．」、欝．拷譲い霧が癒爪て∪る。紙は冷姥p。そして窃欝資バまたかげつ芦、．、リユ婆2とリ歩して碧域謬付u唾乳ソっ乏あ・？急歴野2鼠9なを」　†菰褒、箆、名威輿覆、だと云うのK、ざあお帰ジピ、ウ》ソク〆二つVらもレ　つンリ￥し《岬蜜U。ヌ、勃触ぐ、疲齢もなに始書くぬ、》象樹ωゾい、躬ズゐ、争ぱ小　屡で符o及逢。励まし合Ω奮ガゆ、訴人だけで山ゆ、の蚤駈急ぐと．契亦ーの　幽戸がかすかK鶴九え。気人の夜、か小璽の払嗣，《目滋浴宝していむ．ウ》ツク　廷下して我々渇昌光浴宮すうとし歯う、ノ、‘ど、y．体■を疋ガ曽、つ。雀きて　OるCとがた、のしくなワマきた。〈綾賂〉　　　　　　甲試冷畑・笛ま添＼　　艇・、疏　隊　　尭発勝零湧万歩して眼しく奪だ六弛小、壁餐雀漿哲；ニヘ喬．離η、を、　紆ク、出，発は六分擁�o爪る。免烈は為ぐけ離Σ田心り緬係民足が動鮎《．ζ、琳卍う劇輔　逸のアルバパトご皐く渇バテぞしまりと3ラ旛唱なさだ【、た、　　分鹸K隊ソクをポいて瓦壌、黛でεゆK凄仏を、一いデ、魯，．虫9さすがに、鞭天な　残望塾蒐．ている申に気将か夜くなり弊の綱牙勢直、乏しまう．矧稀φ’姦　堤かうワよのよ下ワK塗9．爾の後奮のぐ冷り費銅ビは下脈奪P．轍がど　越すのがヌ／4璽男，兄ひ取々騰爪生鉢の勾が激嵐δKな麹．推禰騰．踪バ喜昭鬼、、訳底　Pの。て溶窃傷痴疑主・鍛痴Kな軌　後．・麟々ど霧（・　小β升でAハり鹸び、・7き密、ゆ　えるのが百と奮〜徽しい、4の・蝋・r『がめ箪武傷K痢って爵ん淀ガ、九￥�hり　巷の易る莫�A嶽ぐ，嚇．寮しぐ、禰、ズ鴻、奪咳κつ云、，．甲、試傷のガレ牲塾崎才、る　代りK短切。夙が塚かフ7、．奇ウのく矧蚤（霞命でも編明の．ノ牟なゆ餓き．曳　　識虎汀ダし＜π、紘ゐ、襖ヱで一と体、ヤ、の趨鉾軋謝惚準凡な改一違がっ、、、奇匹腐快、調　勢．に倒本あリ受蔽を湾Pぢりくぎ誓ソす，鯛爪嫉即舎、の、泌ゆ鳶　　F，縫敵ド蘇で’と俳，歯並グスに乞ぷ煎鶴麟の嘱諏葛鱗めジ・串ずノ、、醐｝｝｝ド齢…ガた）って富工．蒐えっP起時は恕う晦がつ匠，霞のv一ガ囲けてソ紀空が獄一　け《しまリャ團噛ひ奢がら’小曇九と千った．逸λの歩で露．＜く訳痩謄。感本饗　｝・K涙の嵐う穫賎しガつ♪．．（彰家）�o�o　牛風日　蟹−、訊精−！将腹凱　　　　，榊〜　蟹目離家）爵先発八易は趣憾さん女．先蒙K畢訊砥信か憂ミ、麓駄ピし〔　摂南幾、榊�o　・む山遣2浦調子よく行、〈。厳へ不の裁べ撫，騒に歩る．姦器るごと約，幽ヤ分興ヒぎ翰。・イ；一ε一丼、爵、　　　　唖遍嚇邊一7一　　　　　　　　　　　　なえ行く、嘗切地なのK・つるざく鶴、につぴまめ礁る．、盤炸の数く趨物新の蜜D新K腰を下し紅榮磨ど冊、、お▽く甲曾ぎ匁つ。沸あ時薦が少し薄っていて塞、し、、検K食物きつめ必．発、、継峰の、下ワは奮ん験はし即ギなゲづ下；、，象と鈎た．馳最ど取参、行く争小跨笠琳少漿Kつく，時二b。時。象∬免、騒診〜．幽勝け欝五取小逐F、《A口彊猟し、“ル外の．循、、拡（’坪》2応頭Kして影発、将紐ま乞の滋駄単汽ご櫓、二墨の、蟄狸、多いのは曲り菌、尺．喫と宅衝殊はあがぬけし亥舜生体で、鴇7感籔絃駅お⇔茂うpアゆη、。ガ辱翼賦さかず、eの邊は景味’範耐蕨、玩qた、．先卑あ．“掛し芦、の憾狂‘今隻一ぐめる、　之は余り／、罫気，．坂、丼してより『影麗…ぽ与えなへ）．申嘆より三葬宏の足どリガゾこツリ協力桜が雰くな0乏．あ笠一魚〔〆、か暫んな激畝疋。（佐蘇充弘）　　後発隊　塩し餌−t梼置　眠わ艦ながつた寧宇乞醤い0）廠の敷軍重、衣ク．啓ウP即あんちや軽麗蟹惚雪縛合室轟碁雪．し、〆塑誓房塞癒，お．繋漁ッく麿暴し乏蘭慈濠か・暴隊？ぞく警廣鴻昇琶ま妾・、蕾瑳名過ぎ畜艦．灘、みの中ミもくくとして澄．む．やがて蓼峰寺にっき小沐の後出発．落鷲の純％し皇で磨ゆと蓉2蕩街遵は遡掬竜、丞≦馨承割夢キ易い、抑沃耀並くな霞喜覆旨夢娼留煮蛮，気遍の瞬下葬鴬暑誓く写，老蓄芝地眠ひ勝魯砦ひき記めつ毒む。．あ、畷嘗ようぞ多条うぢ。抑沃蜥宮，すぎ乃yし少慶は赤工砂、ひ、とり一適だウ夜偽すつかり朗持てしキ“って⇔疋のごよ碧たバ、（る奮盟と夜歩くとし奪ヌま妾、もので樵鍔．省香釜争入魚塗孫恩皇おウ感．仕穿く器部蒼諺ノX。よう即く郡謬Kつきその事の！斬ぐ潮複き食べざ《て祐うう．4碍蔽意でな−？禁、葛方ゐゆつくウt乏質け」と云う玄O蘇匹覆抄マ、）乃り、抹匠℃蟹ヴ込む箱肱りう．パζぐ乃ぐの曙瑚霧賀し乏救歩憂、傷倉、κ朔雌る毒意く量ぎ、〆玖繍φ漁遥識ノ恥の愈名尽食セとる・　ニメ¢菟「聾・っザぐだしと云ク畜県K霧ウ緩乞諮薄けてD覆と、麟ゑ塗申がう合繊で驕壱田中」鍬宏さんガつき．葱走脇の撚行墓毒．けむ。虜ゆてて泓発丹歳に向けマ鐙雲易湾ぐ，ぐ（ノとの．『ジを小埜Kつキ，ほっごする闘鄭奪く各々部遇につ争職の鴎弘矯宝す弓。同始ゲく盤行き伝えら雛た蔽垂難が訓冷冗気な顕を混し覆、初蓉むぢがせφ、そ県グ罫美雲翰饗、ヌ禽琢ありつけ使適な眠ジにつくひ　（首‘瞭、｝　　　※五冒　塀筋醸『ー感几伊石　矛瞬目の訟ちらかとい々と癩がろの六候ど較べてうつサと晴肌云つた払天気、前終の爾命旗かすべり易、）．椋毎奮く歩ぐら婁K歩し魂の岡簡が編岨る．隊緻を楚えOのご　休慰とタ、がお《柔ゾレか塗の上万哲轟弊みす勿。々）下ぢK璽元む或葺ル亦象浸〆針、くみK行く霧もPる，苅之夕）マ∴ソう眉の友盈K動く畢をみつゆ、．七い盈つちK、襲んノ＼、と蝿薩が亀ずい《糸る．養岩へたごりつぐ．紘麗奮継望7、蒙しみなグつ督癒小肇で炊い洗々食をほうば．丙す勿。ばぜ潜菱望て熊騰�a曇く、拝2し《盈クすぎ勿・外劣くとし定峨乞／気K凝けギ尋。辺壕るとキレイK犠歓き爪てり翌・桜ぱかうの鰯忽最小肇脅つも、簾の小葛p乎ゆ敷所K藩勇、さて》菰グりが湯だ．蓬鵜小屋く行虚虜己すム分ばか駐　ひどP斌ザ紀酋ーほのか倉易気が女つ・のしが藩糸乏、米とかロむ山威刀砂毒々と狭え瓦磯な二の上瓢掌く珊漁、足まものド診変・月が幽褒。肩の黍淡く繋の勢嘉跡を資響る畜讐秩餐山マを界マ忍ぞ、縦歪の駿筏の玖だ。C鳳ガあ9更2そ以に塞舞のぴや盤9が・「りU愈」声．承かがつよ却く、本麹K苺D、捗、承佑がκの申K祐7言衆ぞはぶ）εろりか．しばし銑億として譲も動≦樹が意が9乏、沢姦熔褒鶏うのは後発濫とrtよ毅Aク捜窮、爽欝侮匙か？靴塑だ。へ鯉罧）　　　『臼，『あフちが委藻だ色�k禰沢はあ・ちの方蔦色三し砦hゑ珠は（兜塩）　　禿幽而ー甲絹壷が・取・浄渓生，獅　　　　　　　　　　　前Kの初多、鮒隊寸前の飛瓶撰篠f團礼　　　　　　　¢以がゐすぐK桟輻　Σな壱，　−無の誰かが噂疋髪鱗み歳遭詮戴茎がウ穿と率が資丈鐸菟茂ゆ露乞蔽そ審，だゆ　　　　　　　　　　　　あざ掛紛葉が足にP宛俳。・狢孚だ。二の一8　　　労六日氷川まで覇露にびεぢ露堅ヂくを亨み．夏曝手ヰ釜険めざして！頑巌り、小髪履の君と倉流し《御ホ元乞、驚・．リスが樹彊ズ噂傾、蓼が誕写乏が≧沸“裳歩すワ叛目がす0ぱりど癩旧アルプス茄似惹弘（ノに痔そ爪足君脈するが，の娼く雀蕩逸つき級クて木縞が薇・ぎ歩隊ク火プげで覇食ざとゐ．山慮興衝準釘ざσり、悌佐約な葬ア乳なる．ま美影ぞ尽穣宴・み”一な、罫か呑ブ、慶景誕串皇箋確嚢簿の・俊孕客す家ぜ、各あ象K帰ぞ食べ禽翔ど贈の窪身6マ’外副へ身約い乏。（秦）鮒脆山行　　　　　激御躰望須　の　訳、コースタイム，、鴬撚弱（写，智−葬、教機（・蜜Yゴ事訳溢鼻写弘て墜瓢分。切−以跡）1蔽走鯵（以∬）1甲武修湯（〃∬，1厚如￥助甲、斌信小盤（々，幼ー埠卿）ー甲試儲・嶺（仲妙）ヌ潔凌よ昆（乃わ）ー甲訓琢鯵癒（〃、雌ノー恥彦弘（〃蔦）メ／パL　田ヰ（蒋）　属蛎　択は塚生林と、幽のク．めK・磁，り。綱水ヌ劇甲小．・−∫吻泌訳」桝遊迩飼−亦と函の馬ナヌメ芝失P、三宗f沢K、角牽涯入弓妨姻嘩、詠がつU《砲不生林宇重本沢へとトラバ、スする，ナ9メは激もすうと切爪携匠ゑるがど凧祐新し9ものだ。糟）平うな酔皐此があワ急にLレi財が現ゆ駅、ナタメが数多く艇く．古P記録��汰、じの雀蕗ウしD．＋タ頃客蟻K巧へかき澄るヒ甲喀倒磁φ劇俄藷蚤φ下へ幽た、．徴撮K鳳ガスがゲかクて）ろ、パ、甲・試傷乞激匙くっ《りろ90弓K嘱舐となる，主睡誕一疋がま、乏訓覇し窪9ので小易喫火左俸ワて畜士曳の贅鞍邪卑て泡え〆、行〆＼。　　　　　甲試彦械！ρ懸賜づース　甲、武彦�s1．笠・駅小房氏ー一ノ頑〜抑灰曄−虚山参脚老　つりーヌー」田中将別　・認沃、　以玄ユ名　　、弐候晴（甲武傷小屋ご予髭してp誓株に準議に別厭参．刷旅無に墜へて遵わ鯵理．，、玖張・面薇不山磯の班劇9蜜る遭め六践よくナ璽り新しP癩渋ηダ．4、P。蕎−”雁琢．峠�A益締集蓼蓬諭ホの違続であワまし廷、が、鳶．葺弓、｝添cK取ウ去り玖鴬裳・r辺繋て笠取K港〈豪〆幽泉家し近．。笠敷街雲みな掛垂の率．物畜督．く、一二警．各く碧黒狂窒爪てDます。六残綱．みい．勲じのする痩拡、の中ぎ、鵠ワζ9窪3、（毯純）窒．寡，K比べ群〔久の山透κ禎乏め昂綱亦がタソ去う浦乏羨P・惇茜掩租鰐．念匹憲5表すが、誰｛悟秋叉K入ワ，秩猟の殊乏，駆栂・。一、タろドr駕猷やて揮伊（，〉矢嚢・o譲レ≦露5まず”（、舞翼）　　　　　　　｝気　　心猟・　今耳の泳概な辣》沓、マ称とな翌と蔑初に岱庖ケイトが串噺し　再ひ海爾”型の天．気が甜艇Pた．、大膝η漸γ爾がーの片ぞ申鯖卍濠轍があ．0．　々，恥・”〜倣，脇≧ハ、、匹拠・、算が乃6が、A量，ヤあ通りで、総　　　　　　　歪豊悟娘あけの募爾《将蚤以鍛家K六潟初迄爾雲力っ評なP、格．、火距誌のたの、《あ勿、脚ちく目十．す1日黄喚、鷺が論曝気．盆よ9のびろ、、究な、黛副殉派が蕪ごし、毒小のぢK媚脚暖駈粥課がのがてPた．　コのコわ肉．面充、豫、雛、い露，氏弓、F、が、講．監、．aール齢二の低一気歴ヒ賦き込む癒U麗気匙封符つ函峡の為藪、灘は弘辱−、』．烈”段幾ぐ、葦がつe．醸窪は鱒”．、肋の一痢と轟総珍捌輝が気尺が・’《P冨、　　　　〃「d繍汽この子ゼ！ス乞のがすと日ダκ．く看ると5つジレンマにあつた．湯、【ヲ憂幾貌矯艇天気図を解、釈し、前半は頭K、蜜、り最るかもし玖4曾が銀箪駄議附蓉黍乳入乙の予想を立て隆。｝、畝稽俵のこの予愚峻元気回0け険のは黙喬．磐瀞　　　・い略天ごあつρ．．累して齪走班は金峰で盆烈憲厩蝋≦苓にガ・乏しまつ♪．、薩込¢承だけ侮薦あけの駕滲聰がす、ハ）いとは恐つてU嘗がつ：、羅しのり禽つ次力ごある．しかし僕の予爆途り樽蚤底犠は全くつ伏瞳闘蔑ぱ漸目乞あ智ぐ挙が瓢森な．（申、新乗司）　　　　　　　！塗　　，藩界（鰭｝様状能勘〉　鼠象ば威邪豪の少Pのど哲ん．宛。纈、票は色々あつ乏の哲よがっ玩，外筋昧死Pし玩秦がをく班習糠猟しく墨せ捉のでよかつたッ燦苓衆択驚りは、初ρめ−凶は由K…撰敬奪いせいか砦粂り誠子がぶく奪く．熊、｛，騰ルあ赴り六弛小肇一あ乏り響葦憲萎實、整義彗葦菱竃彗篭藝．奪輪，，萎．『脅年，蓑藍5婁彗茸曇ノ．5一9憲轡懸訳鼎蓼馨、β碁磐、．解ノにあ6γ・い火袖バ撃v墜を竃景蕪ぎ島の妻泉牟ワ廷9・，，釜・・三毒鳶曙い悪くし花、魚かあつ袴が大しを挙は費、・＼よ9。　鵬った弟ば蔚あに封する漂が少鷺かクなの〜、船仏命0渉承淀入敗鰯君完か甚』添劣沼軍濠巌棄、難蒙、まめ雪譲、孝、の他琶マの蔀亦ξ痔つ《行つk五がぷPと爺じ、総　窪躬豫婚妬出儀持っで行つ乏方が影Pと饗り．鴇武協小蓑がウば激鶴礎承状懸濠よかっ宛．　　参名資斜　　認体催衣備凝罷多妻劣シyノー；、3望、些．”／ノ4／−、・一−．努三．穿讐尊■冥パコ．、グバ蟹、で〆　〆奪り、！薪，　つーソフス乾帽　蜘ハグ．『ヘニ　聰カン！、　ン腰バル’ー　イー心『　ア圏毛ゲニ　ざヌマ！／　鴇丁弘　ダフン／．、’．ゾワリいあ．．梨畠！鋼．　針ノ’遣寓菟／垣殊　　　　　　　　　　柳双疫　大チバ’．−コソ勇，、ふ“−舐　ナフ一　　捗葛諮夙料　　郵裏ハ蒙備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文　　　　　　　等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　崩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝縦走班毛頓綬ツブ納盛憲キ本額．箱澱．オ函、撰”中健汀、　優地臼　微脅、慶番　コソ施　グ薩ーヌ．r〈プーい・、ハ・／．乎、轟、　）ア、一新聞舐，パγ窃三磯へ分　蟄！越抑双翫　．粥堤、霜．硬、レ昊⇒他　　　　　づ　　参着薪　麟体食糧廼髪（園素弄．窒属畳．Ω關轡乾パン！茎夷、∩圏判刃昧ソ含匁．♂／！　事．午図ヘッ需つ、ガゑワ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マ（づイスす田Y召ー胸五頂、肉（鶉溝佃、入参ぞ日現、9マネギゐ商翼．ウドンコ曲濁双，幻，紗穆ハ脅敦、−ンつ．ーユ三含　ソ〜ス！合メヤ五偲　海、口琶六歯　権〒六啓衷、卵5†六幻固）添公鴇攻、海鷺衆！カ≧　やルワヨカンジヤガイ毛二貰目輔、唖五＋翻）ク／デ佃」黒六蘭鴇融）スルハ榜フ一攻，娠　みかん診！！僧　ヤ欄ヲメルチぞ、鼎幻，　又、鞍抑沢薇歪食、薫命、非鳶・餐死パ・／藁袈1老蔀聯顯灘1護釜護崩1−1淵驚慌陰ル伶潜卑！並反艦士衣・ノ66〃弓照，6ρご・幽クo巨明　　』　1／蛎Olク■蝦6磯ノ砂躍　　　　　…∠至〃‘｝oi／4ノ〃グ召月建ノ1昌（隅翻捌）需蓼三禽廃訓讐頻　歩夢泌一ての、偲萎．穿ハ疑煮）ゐ’ノ、ご6〃〃桑多アn｝■　．黛■望〃〃〃／〃8〃〃轡彰穿／乙、ク，遍　　　　　…　　　　　1／fψご璽　　　　　…碗i／∫汝鯉i　　　　　ヒ糊1／ぢ、2〃縫　　　　　…／4〃〃iβ知”i／3撞彗　”／3〃〃1・逼屑　ク膿じ顔欝　　　　L−L．“綴ヤ�iイ狂簾由iコ雫灰勇獲蟷ンノ＼森泡ト幽γ　　｝｝碑申u梅織充3　　雪35・≧／つ転　　フも　　　2　　ノ　　っ∠、　　　参諾貰糾　　醤弧　　、矯露食揺垂費鼠局奮患規笠藁畠，沓あ敏窪参皿、幌一懸小薬一く〇四　その池轟0牌　診計く09四　　　　　ノ反　　　　　省【激、震輩》穿石）各偽璽塾覇・温議碧、塩、嬰し募ご猶榔卿貧パ芒譲　朗が箆り爪たろヤ’旨目の才ーグー失厳がメ目属K彩箸し玩」メ一云ク、拳は多志拠菖．然しハあ日の望毒釜、賜含孝耳別のオー弘tは天　な壱文・陣・於欲だつ死。小休帳泓捺諺曝の立う方が豊り為、畏勝庫〃、職締　愈目約池k姦ぞ麟牧「○（“さたはペヲζP否のちやなPかしとま漁．蓑ゆ　欧ヂ、ク・犬吉雀山行砿帯K振劉削山告のとぎえ小ど．慨気をつ・け箆9．一め一（労、よ旧V傘婁興余ウKり麟翻、の饗郷が蕉さつ麗〉袴．　一，購▽つちからが　さくするんザマ佳季になりなD」と云つ勘融前臼の後備鞠蛎瀕Lは絃舛K禽定ぞ告ない、ワく辱生引腔環象とはいω，．婆ユY！文衛輿つてぐうギデπ2女薪えゑおが？タ。硲ぞφ菖嶺だ．冷雀歩守力が違Pの脅、先残鴇泓炉、と▽りの雌紛陶卿に菌さ献課い．　オーゾー褒更の命が下る迄その筏灘暴そ欠斧ぐ鷹す圭9醤広警璽チ、三、　てほしい．、今βの弟放、の頻囚は今か．り，媚漆む，即ち恐菅鏑の膨発む吻る．4葵訴で立って9り琳守Pかゆ次ぐK廃甕さaてく亦レZ）9、乾パン芝畷給して、や2で、歩い7のコκ．リー勢fとLで、二ゆ池（　大糧岩琳誼）は．南天K、於げ葱最遡φ寒食、鏑帥と・幅て雌ハヘゲ窪がウ祐秘んどの務が金塚びしよぬ脈ζ雀つて冷麗き多＼あり、弄足の慰寛が猟・＼まつて末玄お看の於、しか猶ダみいと罵9ぞワκ．然し巧、の食が　不寮Kとざぐ承遊磁『は穿のつけ猟が慧りぜ〔搬鰐と客つズい牙、　三つに　分小吐κfノプイε統マすバきヲストの牛か・り伝Aぐを払し疏が時・鼠に　卿庭卿傾が薇勘アフシ孝でートを屡す緯鼠がとな，や父9る蛍を爺く叙レ争、　ψ−間の！、二無ば別（どη愈ろ・0之裕葛・凡善く刻〆マKかえてゆく鰻♪眺墾5ヌト乞待クk争臥「しか北が麹6紀套ひえ勝稼呑k養箕急き可物℃な6がもうダし気客致かして綴譲ε駁る岱ヌあつ宜ろう．　盈三年φヤ〔眺ぞ、砥．だ件φ牽が述糸る・霧がP褒肇竃＾傷ずる．ヌトツ　争乞歩）受日・ぐゴ納のξ入は（あコース区段K歩いている争ご菟あ詮、衝寿の曇毒解藪劣ンき滲融動象置柔ぜ．肇ぶ　つ於第がズき蒼頚園の一っとなつたごとめ畢逃せ警D．参旨一鴇の負勤が自《ド回うkぼ締殴び黄任乏攻、項しっみ筏の由菅・チ風ぷ　す・べく経慰畝逸して今日艦向働してP蓼．　パーチイK鑑あ・覆司物めな　u、’5勘琢孕9パ…テ4の協々と蔑して貯3、殖多援井氏の嶺人嚢K糟眼して止ま賀p．つ却三呂V　神、必、＜』別函て・けノ承声、仕斎と跳、叡よりとすあ蝋丙り、慮が　出岬く瀞爪尺、　ゾて承・りAのー八セを観なとチ、�e．’〈のフハー一アイ石八は磁以の．露頃俊の，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　漏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　轟が0た籔謀なりー勢ーの橘例，一財務壁金薦慮てU丘サヴリー9ーの−一山行ごば立淋に板術と，溌揮してDる老．ぐあうク自覚と自溌4ご今、俵に、覇期し　て止キひなP．　天ゲ究騰、啄ε毛える・な・り牒・既日の’申群9、，ふ一！フの・璽うは楓噛鵯舶してPゐ太K麻臼のアクシ．ヲントか檎神菊旨掬えおつてPなP．しか地炭発の時刻が身体に甜る磯を賞舌嚢昏穿で、ソ、．ヲし三掛りーダーと詠4へ・愛M”か詮綴油麹K悩んでP漸噺−か。（〜一ア〜K掛か｛ノ押＼る“め盆頭夢匁P赴援纏比※P．”方後飛徴ぱ箆憂欲ぎ？と軒踊へ依ジ蛭く軸食塩　その馨〔な露［去融ていみが、　　　　　　　∵悩�d《金謬回葱征萄茂「k鳶鉢第ΣSゆは属当のフアイトと失うてVう、状嫁だ・ノを．しがるφ行動は鷺術、漣迄数｝あ碧鶴る株恐全く窺菌とし駄蝕憲ぐあつF．、　　ヌ廉壷婁猷穫塞ρみ，悟あ爺だ矯費、姓て、おb装爺は会りに””ご溺識分外月琳蹄乏勺．欠¢あフた鴫実腺薄鋤〃ぱ翻え撰．瓦分が、どん雪K蕨蕩ど藤・入つブ』）ざつと旬　ぜんなに空峻之威℃よつとも乏�HA．’郎てい会泣孕包叢んぢぐり沁考フ的〆イト乞常〔埼つア6て強う、）旋．O．（矛悶旨）ゆに→飛マのつまらなP小骸諺う牽、こ猷は余曜易る繍に佑嶋躰　f樋る聚−芝纐ぐθqへ龍マィぐ’あうう、　ヌ人が。ハ7，失ケ》つこPう断〜は小況粛γ紬へ際・樽�`ぺぷ♪そpる．ぺが窟攣命っ尺時な他9発空塵ざ舞え◎−てQる”脚ら含漏簿耐グ、して坂畢�cあであう．倉幾ダ含山貨肇8て　忍耐¢そズくへがあ、、さゐもの哲、脅る學歯心得才、いて菟らい変．り，将掻小屋”（にて柳沢班とプ緬K冷4つ�h、わけブ之のフ最が、傍鋒一、デ罪の・簿幽蚤K・鳳少冬へい協の達戴じ鷺麿争峯琢っマソゑ塑ボン鞍りし二た、墜旨旋　が、横秘『的K弓伝い一入よ蔽生縁何祐知らなP下般嵐K没ゆる撞．術と霞カゲ版谷え．手伝ゐせる釜乞、ある．）冷穿こφ紙ふさ那ほしD、（舜五楓）「今’目中に象（稀りな脅訊ばけサないし「嚢敷血て開勘叡しようし　寿蘇慕きいいあす省がけ参．コう云ウ畢左云9幽す癒は暗々塞《秀る．反箱．影き獄諺ゑ二協で欝る所をム象霧く予憲盆子為小騨イぞ隻菱爪ぎ譲循9、鳶、《あう、霧、しで言ぐ騰墨滲鯵き鱒旨が；て筆、敵墜擬象穫乞墜穿、うい．珍冒は錨秘隅堅、禦豊きア、K∴湊、あゑす．響、侭寧鋲行し得乞、斎も遷磐ろご毘峯参｝お謄f璽蓼時闘襯徐｝驚警K梼つ、充けでり＞．将）で、祐らいカ、じ、両況塗段擢派、蔵戸一ll一　’と命バつ捉ので．騨略がグ9に，　マフを（巧¢裸し末働琉が撮，そ爪段よつて今薇甲州”蟹駅広蚕跡孟ヤ、　々ンプサイトヱする�dびり鷹菟八往な給のタ〜つかみ、勧刃油数橘即指弄皿毎ぼ塗・、腎乏溌嘩してく磨�j，蔭K針琴〜深く戴諦罫、しま愛（却訳田V　縦炭疲の郷猟蒼謝・ば雲髪美学．尺つ．．、．剣ス躍煽摩将匠江童し褒冤綱ウす．墾老、誓写チ兼纐，葦蛍づ、露看が冨。　挽申参万穐K総外なゆいノなけ鉄、　　　、Pとヌ、ろ鱈愈と将つぞ鴻り　）たい，小窒畑りψ葛が合碇窯蔚面K集〔命グ犀・�nρの鳳ゾス．し最二と　がσ望が並くなやV六ーフ・（』、々くず酔乃株、、〃、落走は取バ、告め小ク、ソ∂≦・ぢ老嘉》・ズマ琢し9．彫弍的に託φを、扱丘させて沖響　がなPが穴聴属哩儒蘭峨、岡と向課ヅ）訓飛竃してオーvクー＆県ワ才で、今々の　象徹の探K放訊射K葛獄き歩リた瞬の綴走艇が董建の蘇な終穴K譲、　£．翠績嬢念ゑ疹・しがし・∬蕾丞銀．F手あの部，萌あ山”受淡サに｝警ガ、欝、蝸誘尾禦丁へく俵連、三くくる株¢慕うが奪ぎ彦．「麹ぢ労犠ζし左と▽つ藝張（諾璽諜がφま承《り変　Ω乞を改のてりう．へ田坤裏、）戸搾沢艇】塾奇は契瑚、建魔色羨っ飛ば亨体力（は戴瞼した．しε桑D葱−曹、なそ硬輝晶縁〔今彪芸法意しぐ飲し9、おゑ、に汀ち解け令つ雰圏藝舟脅須つたの喀ぢう璽隆むが、もう乞慈羅照．葎力あ争行動き迄ーで、もうDたかつた、主腿灘尤磁K批す濠嵩ヵがザ扱く竃ガったヒ弱ゆつ（尉櫛）吋…｝｝ー｛きξ…ー甲．．甲し　　　臼卜甲監−P一「『i『，，，一，．．，肛ロ．，……ミミョ影P．，』、『．ー』』，『甲臼　　　…，．，甲＝『「，．≦5｛書「．：ー‡ξ一一「一，ー．．f｝｝ソ享bん、費£手ぞ毒慨ζ辺．課竪Tk騒な全．〜；タゆ�o児モ�@皇の　　　　　　　　　（釈久主黙（マ）糊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、嚇．　　　上人鴫弛小屠ヒrにア幸タハン出溜呪『　�o穂日の汎嗣で大話躍0ヤ葛、と潅笛ズ、不ンもじ、ンヨリ諦、二で泓規�o�oト、の戒箋昂薫Φ慶ア；澄、｝！9乱λ争愚発ゆで�F校内卑中行華　　　鴫鼠　士　倣笠　由心愚十⊥識豆山記　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三好冨士鮭　ヒ月下旬、生碇とで鮪K霧丑鋤諺を、了る¢とゼ、なつた．小生匠とつては矯和ヤハ琴の喫久丞二、撚宿と活つ、F、．ト温る．　今残の登山ご一番郵プ載ビた昂、�c猷融．蟹．わ愚虚は》、｝パリ》島い肴ー色と芸う’塑ぢφ質．．二瞭切逆ガゐ、受つ声、のザ〜、斌　’今葛、　二・砂羅二参辱琢南後け迄感どわ恕つ啄争4峯≦幽綱太セの林の回乙講ど撮．して蜜鳥肌ける丈O大し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カ疋践樽池覧φ組ず、萎5吃け．，峰・そぐるぺ苧乙慶蒼含の行き食、ひで禰巻舞かぞあう．　五Aや目財フ敏と寮今がハζ・ま、ごく須と蝦繭バパ“、ト糊）て哩堺が・忽に潜くなう．、気愚もグツど疹く雪う．鯛砂辮〔鳳『天、地の堺馬と兆ラ、い塗．麟午℃が蛤¢獄から光はめ蛮鄭昆ら調琳みひP，ヒ台目むの鴻する。最訪K着P疋噛と騒佑．に、穗9π愚の差な一『｝璃湖俊だつ乏ろうか．ヌ級と食べ乏のドにが、、床腔くしてQて不味9、　萄チ．し燐慮こ恢くの〆）そ、うだが％気屡の開係．名簿時祐あん憲鼠K▽が払声奪Pらしい，木鳳すべ文鷺解け本」然も“て承が爪箇一都三−ヤ両ヒ誉P”くPさ〉が驚い苑、卿や甥三蔚半泓溌．冷才、びえとし玩室気が肌に濃む．斜働池だんく急僧へ斜を膏してくる。ハ合懲【つ）玩蔚、葡覆妬ん渉．鯉眠と食争宝取ら琢い鳥、か、ヨヰ主のぢ冬二名．．図さん屡厚さんのびブ、しまった。曙もう喚云K行かなく之勉pp山と云％只ヒニc循ク之けます山三ムい毒しF．．多、象訴ウ玖ては六浅だ渓思い、球こ〜ま袖て末て償上K行がない乞云・つ必はなのひ彦蝦欧」＼魯と元一気区つ砕壱。所漏啄胴実壼八で幽と宕わ凪る甦耕¢ある．文穿麹ユ渉く，の前違で十参餐つてな一分亦、二十、写脅ってぱご介休の鋤榊行、太陽が輿毒質火9ぎなつて昇り賄9κ、のが五時棋ム命だ追．誉誓、暫し老るの始忘琳（忙然御末菰客迎9、吃のご勿参演云ど、為pた蒔鳳嬢しい．≧っく憂り岬つ乏と参う叙‘微が縛’杯こみ碁，げてぐ’否．帰盗は奄砂定ウ圏裳て詠に4一2一篇ウ隣り廷．却虫従め鶏鰺紋全≦兀気き闘穫．し，囲暴章、惨、種ぞつた．。頒．一教り”レ歩ヱ爪らし、　ど脚も梅嶺＜・笈ワ、レ選伽ヌも座て．面楊マみノ、ぐ、鳳あつ　πグ竿OレDとb“〒Dと協おわ浄トがフ疋、七冷目重岐〔爵濯旅があっ’レ、　頴目下旬の勇【し7、は割合にぎ県P蟹ものF5冴、。、天面の雪定手て体い濃Pて下の雪�c．食八るカヲρま、い勘　ヌ食べゐ。翫けざ雫5’！、陣圓亨k　　　　　　　　　　　　　　　　　η“　　　　　　　　　　　　・レ隻、ノ　　　　　　　　　　　　　　　　」、λ爪勾。登，田叔乞ストソクのκ爾尺璽ん5稼ろに繍グ“嫉から璃勾，白ρ抹に荷るρ藩讐蟹が〔ノQてくる．撤螺娼クリセード妃云うぐつ、たク惨弓と火山灰の逼ヒ峰う芸リは、重かK爆遡ぐあう，衷の輿遜∂L霧りが出赤をなど企く鐵激の一ペープ死0乏。　かくしてA畜賢蕪爪弟串鷺える昂が塞．承疏、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　ウ瀦士．塗由も耳マ盛んK腐弓あるε濠驚認誘三、死ゲ冷？ム、争す凱、　畏の燭、山その馬のが癩壕療馴鴇の雑葡囑と固じ鎌ゑ菟∵・・ぎざ破るのぽ何政，近ろり．　　｝了あるのぐはない．配ろウが，返沓ん宏ヨんな灘遠し恥、の噴ヱ毛匿命豚かで、　索ム鼠と．褒り掌いぬ6司そ、ワ、を燐由、あイ奪）ガ、魯弼ワン宏いのなパ今ンつ2芽肱の−．のを徽御　　乳た”あ愚土山は濁�o否山ごは一ぢ）、　訴ズ澄山ガ．ヒンく云−い�c駄nるが、プのつ2、Kが云うバ蔀み．壷鍛ぜあ，つて−旧光しの老今ヒ同じで為うb．　．r�o登るヒヌ登り尾く�eる山か芝知訳含0、とコろ乞みうと冴：　　　　　　官囲士イ逮い　　　　扱沢純男　二β4鞍診、奴Pよく炉購猷変秋［室に憲士が繹大な嚢之イ序がべてP芦一．　　哨r輝窃、由絵次弾う象ρえ角の雌賦ハノズいるr．ゐが麟鴇ズ之張　　　　　　　　　　　　　　　　旧鶴ま山　　　　　　　　　　　　　　何ご偽為るダ〆　　　　　　　　　　　　　　　・・、｝六雲区し　　　　　　　　　　　　　　　　　醇は登　　　　　　　　　　　　　　　　　　　葡、　　　　　　　す職迄塵つ疋と暮うみのあa　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お山も秋凪が吹き筋爪る入も奮くな毘．死ろッ．旅耳今昇と連羨ご主徒茄丹と禽王行客し奇しく込驕の鴇購の日両有の経祓セし声、、幼p唄糧榎の山しか簿り客ふつ互私に〉ヨて属士必は由の委春砂嫡く箆え嶺爪てめ弩が、と老登ろう奪ど菖づ不心得襟気措胤将π・罫建。・景がま長整−碍な山屡，長人蓬駕窟毒平規貧Σ、鋸座適Dの如きものと糊がδ獣翻亀ゆの兄糞分葭に葛兄今又三致して．まかくの山と恐臥Xフたδが廉、炉岡Oす，　今年は掌生徒の均疹加梵邸リ賄宍K露飛猷大藤獄功し隆妄思う．隻ヰ行争ととて診嬬の陽前叡今籔奪、蚕犬にし蕊撚しい・；残行く馬蘇じ家うから私篤學9暫一多圏の嘉士瀞［・象＾こ蕪労が歯⇔が始葡爪為の．　　　　　官窃士山に巻旦っで・　　　〆芦　申−　筋　礒．爪乏日の琢抑ん立ク官田士ゆを餅φる晴痴撃しがつ変．露り丞は再びギ質む．がの払万数手スに余登盗疹征脹の屍がぐ．溺ぎ奮う、ねのみ段．横．けビ壁フ必、．やがて卿来汰区眺のう　その光衆戸；久此貧の吻と鳳慰え拗程9神棚が諮んでpる裸璽景した．．我K返り藁駿．《る衆き2域す乱擬上之冤笈、すと万千磐墾誤しp威かりの象射き、疹好¢、そして欝、依な師煮よウ、不ノ．、振盈リ仰ぎみる鮭大な全聚は凪に恰人忍左、絶肝，ソと敏、えくく岨る．ゐウ燭遂しだ。　！鱈�d帰階迩Kク）後．　　　　　　　　　　　　　｝　π　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　，岬r　　　　　　　　　　　憎一w　　　　　　　　　　睡　　　　　　　　　　購h　　　　　　　　鞠覧　　　　　　し一紳　　　　一■　　　穂　　酬篇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝｛訊隣r蓉なり搬札張？−をやりし井、τ唇、よ畠く硬塞出し芦、太傷�o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝に二琳［話疑かごん竈のとあ．之歩に臼きくばリ鷺がら掻覗中、　一庫の繋脚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一風に札栗がヒびちリ火あのて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�p　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、敬久主低Kて　　　　�o冨奪§き、、・引3一茅凹＋，闘倒陶八ヶ缶主脈縦走エン浪【メンバー】　じ岩囁、河含、下出、関谷【ダィム】（ガ｛白）（くbり、爾）　教宿（P鰐）ー小頻沢令ン、躯）ー捧遼（ア鎮）〜透．磐石�H，抽）貞晴台禽将Y押尋栄鳥−、勝）幽嵐出〃、巧ご、葺小愛　（環、為�d乃て爆の火（崖．卸Yギ宝・瀦懸径、？．醇）−権幌・キ宝珠の路瓢郡？の）ー縫蓼1気峰（急壷下旭（姦）−杢，レツト小屋？3（空蔭）（くLり、購）小肇（6、弩車髭（彦霧Y番ゑあ−乳Y猷葵　小一屡八縛501診）−・雛滴〔猛（材ρF11．50）〜勇依灰諏パ礁鱈ー琳択鉱強駅（12卿Y漁子小屋（2グ姦Y、払深湖？，解茂Y仏索胡駅（為−姦γ小調スヘ　ぎ即1η”）ー樹層（依，諺）　　　　　｝八弘、し冨ツー・「少薙　　　　　　下　　顔　小淵灰翠、、ポ融祠K本をつめ駅繭のm殆芝石．耕ずる。踏朔区匙尾七爪松の亦客，抜けると蟄は箪票の緩かな斜曲、忠寡に融石で比Kとな。屋帳筋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナ　不明φ高傑より尾根に取老き、菖むしK魅石の票主旅中2鉋目に助けゆ肌手揮副（青穽小屋と笠演虹分亟Vに塞るσ二姐より碗ヱヘ橿泌の研翻ゑのぽりっのなと備平なコケモモの踊笠由碗、〈墨る．本陽歩て視縁翻く、尽食取ウ、燦積した岩慈ギ、木レ願部へ降う，青年小墜珍り．C阻よリギポシの蚕ワ橿松帝ごの眼堺並ギボシ豊下道タ分、我々は、趣・＼べく巧糧怒中〔通之冤幽ず．彪澱貧カレ損断の蓮絶やが《権蓼1亙峰護置下へ歩る．権一視ノくヌ峰癩“待レを、掻齪出彫霧のP．め空し。俸〜尺留の、明きとう越嶽公バ凄妹客み吐ゐv。泥忍な蜜ゼづ箆属乞下魯．時々爾バパライ・と頬を打っ．遡舞順ヱご繭は凪を倖フで見う見否視禦「をさ瓦ぎゐ．　5頓繁縣痂タ小屋の青9．灌ボ立う幕う．我マは繍疹急吸乞縮獄疹よりの篠峡に変外ガだん．『奮がノ＼ポビ墜、耳，氷童しの戴と与く一始きは−子に卿る孫ピ兇んゐ、てしまつ玩．噛誤．匹好調鋤π。からの眺擢嶺は薩犬琢紘、の，て、、つねと曲りくね右千曲揖小彦エが溢喪ぶ三日が−り開9て）協下溢、山気奔宮味ク、　乏・♪・興冷擢で年たの道、が承・残が、（・矛、凪ご協元　気K閲時・幸柳》ガ小盈くハ薫ウニん、玩。松．原湖駅−ギびで　　　　　　　．圃　　　谷｝イ＼明融へなみ、谷闘匙通し窒轡房盟鞍久謡王轟φうの祐P愚のだ。小黛のか発は蘇凄ガトリア．充．薩払．破．均乏のコン・ゐ説タ叢つレ稼ヤけ戚々の賑ざ薫かしギ軌せ、鶴プのしガレニ迅唾．禦き．畝わ蘇捧岳裟忘爪中癒へ未廊、券．碗、淘£目繍して姦芝や塗らK慶る、　志菰7山プスの薙皿出，　嘱�p上。秩久　鮨ヌ繊皿鯉、　う牌　　　　　　　　　　　　　今容み仏須の申よ黛職苑輩・リニ穿Dへか小塗硬Yハ，だは　　　　　　　　　　　　　℃るはずた）毒畜客！気Kかけ下りた錠々ば店　　　　　河砂、闘谷のオー・ノ！で按調Kθ＜〆・か¢ピーフ芝旅�pえ、菰乃介ゾ涛勘　　　　　　　　　　　　　u吟、な、がフ淀のは、犠途の／二菌美き更出せなかつ　　　　ガスの声、め醗望がぎが詐．P争匠．猟勇小肇の小璽番の講ごは戸侃萸缶で豊甦穿る鶏がる6が−り墨K気乞ワげうと江魚嵌県k，猟費櫛で冬食にすう、グ云の戸あに盗ちの山マはがき踊さ県熟P壁すり児る季が塞宗なO嵩叫と偽お別爪た「六7嶺よサヲワオぼあとは疋、−．殴くゆうく下Φ豊左、くたび臥p、足をひきず？〜＼歩くのみである。　　　　　形吹　　　　劫瓢　　　　　　　　　　瑞　　　．協　鴛．つ矢数の雛「環は煮ヤζ鼠がわり耽萸小盈宏℃の逐行ごあろり。二の一孕臨郵介として祐残念K恩。ヌ固行の舗易の課p麦載ぞ賃β、かも却限なp・冷静霧喜てみむ姜壌警て望藁器δ鰻嵐もめ久た季左都げておく・鳳以大の痴小囲は六切・7小伝’δ視久のケ◎『今臼は尽からヌ立が脅「むが佑御猷獣9しと多ク孕、先旨の爾の苫・懲出が璃鬼なPご膨勇Kめつた季膝り贋てある．灰K中蓄任襖。ψ余針奮時き畳した箏更K予是の筒湘地の后室が天蘇翁凝婚大黎小曇と雪疏が、蓉、泓蕪蘇ば天狗塗迄暫ちと懲甚季ゾ払でのゐ”．機初の争ガ置檬聚磁で．あ之泳耐�i附奪盗浦丙��覆電と云えゐ・次K中岳偉霞と忍量あ看．蟹の．澄換、申暴葎癩の俳は余りK小蔓の髪入三菰内蕩”のタ，〜ム匙億爾した嶺耗、次K地圏の”兇方と畝、囑客漁幣段K見る払ヂき欠D　．変畢Kよゐ　赤務吻岩屠ヱ．堂喫ばつ行舞争の内K終凡むが勿必瑚刃遜し得周る塑一癖｝かうの｝マ献ごは騰虜の旋ガある・学客心K眠抑兜しヌ身轟眠の〃砂ろとし変P．埼っ唇っ房．后桑闘協虹ぜグ、窯駁所杁込姫ハ件【と一出赤ハ馨叡．麿一）二ノ・寿Q　蕊塔±　写翻岳会　集　中登糟　ン　＼／Q【期「冒一　九掩甘3、麟メンパー瞬　（覇ヒ灰）　し岩畷、　（謝帆択『脚）　し卯一聯、　（琳無m』）　」一縣罎、【タィム】ワフグ差勘K倉七u稗旧笹田、　照、谷、て鉱　　　鱗　　　　．殺、　　　〜）、　　　　、珍閥亦η　1）老諺沢、爬β鋼手ヒ伊ぐ・論麗鉛　　　9る．閥谷はあわ麹ゆき＼玲ひが・づゆのΩてわ先　P．つ坦妬ちp側の蜜義＼ポfルド7海爪の健繍謬溢二し焔野彦．ワ訳劉りの護レさがつくつく戴じ今爪つ、さ窪い．死は二磯馬掻へで示麗｛も多く雄大婚あ、る．すが遡＼オ…バーつ・灸終、のしゲ�Aて．＼る票灘需．筋砥、珍、。．楯こっグ〕が0の次將硬の峨た押，へびレは』トゾァの嵩．、啄ざん乏二三・ψ鵡凝、びのか嫁海，冬機乞とうとヌ進』、沸ギ、菰の誘弊）小瓶の淫龍嘉矯塩捜ヴ9と陶慧なくガし、渦rナマ秋う墜守…も一まく覆疋踏�d等すつ芹戸．．窟雍K揖勃むあフ冷、．　　　　勘七　双　威・灘砂　　　　　彩，　躯　んは／寸も倒鍛’な、募鴇奪けが、　ソて石ノど＼ヒあ、り渉審▽い吻砕Kがー’る水溝驚芥ぱあって脇、幽汽捧は容笏歪冷ずK紘建以ウ麓り蕩下Zγ隠R｝　−騰が疋　　瓦た六血がタニン郊ピ畷器、り升、那陳．氷の硅♪糸のね蜜翫的．に肇を、ゑ　　　　　　　　　レがレ荷の多　　　ポの竜募掌菱．診す奮葬　　　　　　衣K垢他触甘を塑ルつぶ　鷺．　万　’厘呆に左．垂乞ψぐ、　傷、芝　所を圧趨き謬；ア・、燭．懸鑓菖昂ゼプ、　でPたパーヲなK助けて，℃ら．って、．　じこ〉で尽、食とヒリ鉤二ず奔穆，鱗立　ゆ9〔9．芹陥、う的二ずψボ、玩か〆蓬“が年徽　　　　　　木ー〃靴荊だ掲・奉勾谷　、　』まくあ・るジリー9ーば元甲葦そ、の紘謎くプ激蕊蔑一し7、は蓉ら・砕qP争を郵鋸鑑の鴬岱弟、（曾み糸ら於峡”陽ちごあ徳蓼ξ郎』潔の鉄則と泌姦．糞あ澱欝に勲ん」てう．　　　　　木　寒　川　　　・　　亀　　綱　ヌ・席話籟客縛ワ乏埼く粉理猷た函十分客取、P必ヂりヒ紛名蕊を身如P，陀。ノ沢よリ疹貿芝遵むと飼弟倉く”旅釈鄭萎宰劣多剃蟻．鶉燦峯蒋し夢致ゾ、憲き俣え．諌次諦猟行窒ヒ別礁て鰻々ば薦璽亀滋蹟々分ゑ罪伶の噴ごが、班へ入ウ　潔£添嬉宏の一覆々÷δ・凹亀・と然μって函の癒・旗”岬，凸、、ζ、斌、）〃．0，宛．ガーり捗｝々4寧逸バこ勾才’葦欝識名�d駕介頃四ッピ’乏、鬼が訳ゆあアをガ雛朝の闇．徐の兎の暗［董、角肱の確の瓢キ、・を�Fは残愈℃あ？毎，�cして伍�sもつ少しんfトク薪，をワ一5智タしスムース〔行マゼ．劣ぐ穿．’。p財ウっバ．　　　　　痛外次諦》夙　　　　　　　　　加　　　渥豫　舜／φ棚、矛∫の禰は崩毒く！ス、砺加竹キ手之さえ、ぎう、．．［ン．K嫁一あ．瀞浮を鳶、魯、％とnはッ多肖／を判闘しマバア、マ感底深匙巻勇．し琢グうパススは一底少ピ、酸斜と曙す．忌聾〔火費�c娩巖と渉てあ県ツ守る苓浮飛、翼畷労の鯵，托溺参わウ　　　　　、昂』皆！ら人2あ．2乙｝フバ玄ン為鴇、気霧均、9大挙く番窪介しづ参俵峯ゾモ，！・％旨夢纂箸ぎでて慶り他砿をく、しザ繕・ピ、行くヒ〆い壱ざく急ウ狛家霧のルンvゼゼ、，塑疹り．今心・ンーに遡−を込・　．、　ヲラ［人、ジ』丞ぞ、斎汐序評才，／、．払とH添ハ〆、ク箋素のリニえ　　　　琴〜にヴレき¢塗ゆバ身�aそ耀ゼ、と、か嘉し疋．、　　　　　殺亦沢，流即一震−』渡．冶…，　　　　蕩　　　．縁　鉢艶を葱ゾに為が夕々ワガ鼠数嘘のエド繁泓診ぞ一沐しを雛！貧驚ワ駅・しの夙ノσノ　Pげ1　フぐ一二つ兎識季　く影ノ人κ、少の名旗　シ誘と《るノ1ノ，登介く　　制つクす1−；∫1〈、行　互〜し庇シ（ぐ』卜肱駿’フ　手彦　　が形乏の1（そ　と〈金壷く房の舜ゆく愛し乏壕し．瓢ざ、汽　と二諺．！へつて手曼た　密弓グ〉1窪を貿し1‘ごズ　＝？（感薦！ノ’　　姦確贋上参参のる契のD嚇，…て竜乾戸彦11うカ’侵ノ〕　愁・（1つぞご哨．塗｝ハニ　う趨．き薩塗繊’？？入，　ll．k、窒　，義．る§μ鵠聾溝髪、農一15一堕K歩げk．葬℃あぞ、衣げフ、亥の綱矛．徐U戸て嫁ざぼどご峠。、鞭、−ゾ　わ疎の巻莇ば藩藩弔く臨岡0チ、あK賀分菟．漁媒剥し耽牽，疎ベワK陶麺《�nろべ窒肇あ参、、彰め《疹粥しな扱啄，心回．暦ω、ヌ贋∴乙、翼賃し《ヒ5，〆バ、｝粍ぞのよぎ泊並翁の後診〔立轟熱翻〜行ガ渉家商、〉夕悔．Lオ．）う、　　　　レ小簗肥奉朱谷、彦情列碍封純層鳳　林．隊志躍を覚し魚わ、》乞ソκ、’『、翻轍ソ．、熱密h劣象が湊髭、、あ陰ご木禽爵迩むはフラく、配窒・軸曾乞食喫ろのバ御佃重食フヒが尉K今のな）．ンフく〉勃勢がら、糞添鷹n、＜、線択郡渉含は夕し多多ゼ評・燕季ん．瓜つρた．蜂の調そ薙ぐ手艮、君迄瓦ぞ難9κ差り協調〔萢を遮欠ゐ“．勘ごはルート客鼠戯蓋之て斯．　．鯛、石’厚がゆ方；犀のルート乞謬つけ頭．び庶、｝、斉分声輪卜乞ジ｝リニ梅裳甦・え六紹�iヘ　フ了？葦く．衿ろメかり巧老イ、グ姦．域の鋼鍋叢・7、吟嫡彦ぬざく象ウ竃奪く由鰯（ヘ　ニのゆ’行のμ撰八ス協六漆釜ハ劉　朝妻ξψU素、畢−　後いゾ兵、単紐竹の漆｛餓ぞの叱　　　　　雛卿−与a！碍ー鳴紅，戎　　　　　　　川村　謙添バーヲイ　ソ瀬遜、頃甲（隠P）　覆騰、m村づーズ　　、珍ヶ畠ー碕厳郷尾扱−兆冶ー寵訳轍�c塗本白植魯罫3蓼壷し灘丞・狂巳ゴo炭、洗小肇劣ゆ参勲炉K並登蓼．淫がなんと奮く劃伽猟鰐ごあつk、わラヒプ訳の六動曜も吻孝く畝郊クて∪で財のず載−墜の為ズがあがる、ラ、繊かう戸鯵必延派へと懸万山鉦即巽層しなが・り4焦彦め詠のず段歩き通す．　　　　　捲ケ影〜煙ケ・岳　　　　薇　　承　五時憎十み分輻ど岬末光きみす〔我々は葱き庭．名診き泓ヂ、、敵丞下な時な，膨肩牟り下げ文示尚が望叉んくと蓄3うぞ、千、望髪囲くむ蹉K水がのみπく奪勿、箪午俄を振ヅ向p之はご診ヶ癒塞みう〆、実〔蕩D所に兇えるのぢおビろ）た．六蔚ニナヨ分暑ス磁藻．微疾す参．払は懐が一杯だつたせPか自総ハと是が軍くン動くよ0ゾ、なつた。室な‘晦承砲リ糖雲庵ワ描終膨撮ってPゐ．．’』極箆ると幽惚しけ賭�@示場・かう橿の立つてPるのが見九巨．こ〉ガら昆むと贋ヱより箇、分天ワ甑祈ごあ魯、又縁�k鳥訟）・できて意K寒く有♪ぐきた．蔀心・罷郎の蟹ケ疹峻轡万吃のる．汗ばんだ墾pほ涜少鴫玄潰る．愈、、蓄めぞ7、讐痴「ウっヲ、が雲ぐ．視麻が見柔ひい．鋳計はゴ壕外、照、す公写、．鮪し之pむ．マ・偽、、、ろ．孜K鷲く時陶だ。　　再沢主、腿罐北π　蛭ヴ銘瞬より〆繭謁列−カ又，　　　　下−　　塞　撃基倉ろ尺偽、の厭卑？霧9訊．響鼓−あ9奪牽窪亡て許し此←谷紬り瀬偶婁O長、け薮盤熔き逸径り・り、激肥。そ、こご我々は．陽の光左卸ぐつとがむぎた9す、きの凋K嬬ーーム陀ら兇オる楚ヘカXラの♂ント云合わす幻　危選の景色め和象約、黍碧〜、姦き逸．−δ秋の臥物アう、こ．7諺甑騨しつチ初孫の秘伏プな由歩きε瀧ける．．脱財ゾ身、我グ凋廻の慮々之薦〔罐客こ樽し船野マのパズ、へ声墨鷺下σ　　　　　ノ双　　　影咽　　　　　脚蘇麓夫　詔爪の鶴決議勢Vしわ蓉クペ柴＼ごの剛孫沿．臥於て．、呑せ鷺”ギ，砂衣亙Zウ隙慰をら．みσかフたかど象葱入．か9換腿が滋kぜ傍ζあつた，　門蓬（弟と丞うノ骸寅は瑚磁℃畏P岬姦ノ房素刀、広燈勿〃碧が湯△4によへ・ては験も易7ど、の欠冷5と椅フた、務一山万皆姶の　！う．だレ、繭痴ぽ紘搬之る文る湯合ごあり・復商稼たφ分領匹ぶう授術り喚下てあう．し．、o隻あ例、倉の諏ぐ、りー、9ーの．蕨磁、岐駕の習得き冒賄とし裳由行ぎK於て！あ、樵な、後少方．療壷さ奮いレと萎つ．広．あ竜翼κは同蔵であつを、が、二†〜二、旧6と林日鞭きで、次は悲2混鰻琴＆だろヶし夫雰ごの行勧は鈍＜・尽リボるき得、なU之毛えたのζあ淵、．銭念K愚フ麿、拳嫁糸難以エK不参�pの箱が多がクた争ごあう、将郷の拳，嘱ご疹加溢象なρ湯冷ご祐鵬ず集参．町導マ、の櫻由一ζ五いK森ゐぺ去《あ盈。この不参和慈か鶏、D為に．厭縦にη’フζプ沃，乞つぶし淀勧・K鮭、して及盆ノ・馨が泓た、　｝’八の渦鴉．導と〔毅酒けうヒ争ワ教ぞくの．疹がめ櫓ば卦之賓ける方ガより多、、の独術之穰得で告（δ副会のβ的〔掛曳フ《のと苓久孫、ガ勿ブ｝あぞ．》て頃かφ卸｛K象灰郭沢紐が逢F娠声、争才一（K三名ψ示ρ疹卯ゐ〔伽ってカラヒゴの沢繊つぶゲ疋争尋壕搬念であ了死．ヌ万！砂錫合些湯或て鯵どの禰ガ梱抵以外�C烈轟夙拶獅冤吃し”み忍．チ、讐謡、葉ざせ・試烏遡湯ヶ今徹2警替．毎灘とすべ穿．考雰蒙葎数〜｝3霧瓢覆書商芳マ、は嬢しが　っ乏、塗顔⇔蝪功懸『、．・．．年綴ね之γ伊P窟階が議、療疲〉乙鷺〃和♂ρ州6一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　心｝担諮沙轡もt舞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　・谷頻籏西黒泉　　　　　　　　｝瑚聞う　多　後�j舗鱗毘　了うイ？憂華参（毒雰峯牽・・嬉毛露っ妻有）き一，癬繁掩．竃鐙藁ヱ�S、、〆乃），黎養烹蕪）、ぬむ．妊く饅康え訟鑛麻特難羅難〆曽讐�f・別、難じ頭（諺ル、循丁染藩（洛美駕（ル陸P、募．・一へ義扉イ棄．．尾｝耀取付釜−て募聖つ）〜’大禦膳噛�p（蔦，勤，雇卿）、谷、岨唄凝課蕎黎（蓮未エ（募−2t．、讐知、）　　　一僚蕊謬（馨の；）がウ�c。η、ζ硬係す瘡。竃．諾蕊　で留う・謬穐蜜集p、雪羨犠勘宏く．箏嘉．塗あり、尾軽2う浮分宗てソ議急雪季島民ル峯1、諏　ピ豪伸亀翠ζかけ隊り海、　　　　，　　　　’　　　　　雲取山t将臨騨　　林．試志即弓ハ舅琶−旨醤．釜　パし窯斌外急マス・奮鵡下篭渇霧薫）姦姦苧墾虫ヂル雀（　皐鷺峰雀竃乏−響、窃旅，毒や翼3去一　　毒岩準誘葦・嚢．の礁で第砦濃陶傷つくりとしてP寺」委跳籍縁傷鷺谷£・馨・お嘉撃余身蕾昌は葉蒙禽芝卸葛費隻老ガ、欝の．か、畏　葱山中労捜へとのて始らつ路、。※難轍と辮難愛バ』も影　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝�o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一○ゴノぐ瑚小ll窃肇スプ’引・・｛ノ＼羨暫涌ll運・物4右安・身薯扇1　’1’1藤頭フku井　蹟一礁／！　　　　　　　　　　　　，鋤−2醒．臼ーへ今くで饗巧落、誓緊掌人懇¢讐　7りょP号葡ゆ鳳六、薯．酸繕ぢ、！玄僻野〆．．冶殿縁亭ワ六鷺悩倭、雌ヱ瓜　”ずスのず、乙蔑¢マ小．郷の．静』7・、孟ガ，、四、　　　カノ、ル｝、が覇．霞・、、ノ＾餐〜滋、、グ修／？了隻購ギ萎、．膨擁、修、ρ．fコーぞ来串寿憂−．ア・蓄髭廃．だμ掛　ヱ漁（あ工叉窟ボ身ハ、2，留，あ、滋バ不と謎し乏我ρ確桑．、ひ究、、／ノ7！9タリ￥すう．笈霧小塑、チ／蘇ウ常、流、フ活K，亥否（儀藻）　　　大黒駄、八、瘡不鋒罹冒�d八翁H廿六ー艮外日　　パーノ’ノ4ヴ⊃八ー黛脅”’っ．．揖，ぺU’『劣ξ『二∫級藷　り7乏：〈蕉、謬　域，・鋒分鴇　＝籔＼ゾ．・り鋭之撮凸X砥’）献　へ窪／1、？糟・フ9必　鑓劣‘実“迂）　1ノ・う鰭祇’1＼　　ビニ　了塁窟グジノ＼、1、P＝ノr〆、筑為客う翅彰屍続7　ハ（俊〉野黎・（塞）−桑碕（餐）暴し似、、31，婁爵ゑ易Y，イ�d曇建暫−甚夫蕃奨錫嶽．鰹（�S、男）（”口、）轟（募）、嚢農呉華儀）滋暑（暴々、劃Y妻、町簸ハ鴇〉毫歪餐谷一甲鍍r糞ハ餐）（β、至罷イ．婆築褒Y．繧謬σ隻）、欝爆ゴ奏ハ為Y藷晶�c響案、盆衆解馨ア秦婁一（蒼）冗，雄，痔茸（疹，僻￥落ム各，汐）虚虫器v（零塊つマ。雲す）人墨禁撲蓄部薯祭豊嘩・燈．処．亀秀？悲艶噺書と響る毒乏玉麟し景箕程答・谷法駅じ罫診、．．尤悔勒．は．窟．▽、、γ．馬は、天抵罐い《の話ご和るがー−　ナメ、踏．ゴ彪詳．）瞭合．ぐ顯欝以エゼ駄瘍派｛1ワ｝・購しがつ段，が�dノィレ了い、しよ＞野蒸り寿．菱沫、脚f、うパこ�k！善．象捲遭ゲら−りっく且晟ご寄ニラーあ畿叢窪．富bPへ皿の辺の谷、　一噺ヌぱ仔フ〜む乏熱龍煽bでしあ，位と鍔バつ．、ド，ず工底）　　　　　　トー　　拓　　タ、誓　　　　　　　ーノ　　　　　ノ，4・　　　　�d」α’再渓飯、疋のおま→、膨．、ξノ欝半〆、跨積乏瓢然熊し．徴豊ぽ「ケフ」�dンスしぞ峯》23頚必ぐ望力は炭しζ達三酵ぶつ菱．しぐ4鰯ダく3辺のは並ク臓，くなノ角ヲしハア『　薦匿｝山をが丁』一鴛り繕興需．τμ瞭尋一’・急贋きジ擁かK諮L、なガ、乙、fゐ死プ超、ヌ．謄ぞ−、罫豪元Z馨ら喧庶押誌窪して君pものぞはなダρ．。・、臨亦）　　　　、蓉〃尾耀一ガーり瓢胴割彪侃報界河隊、購　　ノ7バー　い洛磁，コース9イ〃・蔓砂擁（ア卯）ユ路ル私少一鑓〉ー／〆，蕩（2鋼）�d疹ハ々勤−〃謬）ー　錫劉少（μ刃−勢Y覆吸衆越（・・」・ずヅ七譲泌今つ��V蜘ζ二鹸（　／釦Y壷一瑳（3．砂）善堤の濃教乞発0、訪K闘．ρヂ．典炉瓶窟ぞく参．　二、の炉矛活戯、薯掛丁ρま、疹な移り訟ぞ者くγろも近Pそうπ．劇鮮卑丈登脅径は笹だ不囲瞭ご朱い騰．’⊆あ参、　ニノ．謬に溢ると後は立亦だ、天レ魚が、視いφで曼卑江，・蹄，三禰半一働を不K彼方には滲μより冷菅く源毒尾擢．薩K馬毎箆蝦が笈盤夫K隔の暢陰が判然たる開檎となぞ謬、謄よリ鍋割山汽行も河の掬矯，燭言い載塾慰鍋割肇複愛丁り乏ガ茎矛の墨．鍵、犬いに裏く熱じ季、．旨チビ祐．簸蝦・累越．言会小殖嵐K救めボ、　購pボ後9登い堺だ、・ヅ旨渓へ桑当，回ナ八蓼底小マ旨く．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（お嘱）一」の谷は下灘驚とレて無鯵『が勢宴の、彰ハノ、7、「イ〆、か−・、奈．余弓込う奪蝋パもテーつ．し劇谷田李震）．岡単が騎−・甥擬　艇澱　　　　　　脳何寂侠がリ〜71〆．さ承か、ガズ濠紺鄭、《鍬幸ゐ蓉）・曳紙濠二つ由曾嬉　嚇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　和　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岬醤‘雪，一…＝一葦看峯〜…�o�of噸一NA【ρしム五　　　　ヶζ奇為ハ，講門繊．ρ脅して務疹蜜し責、葎寒曾嬉求の”　　　　、）．・ー0β呵の淵隆ぎ剃鞭婁弘ゾ．蕨助瓢・紙得訊げ業ど　蓉ラ結叙し夜捉沖でありま調鼻賃ゼ、於ブ、二十乃／�A鳳い、　2》，名本命ム劇〜K凸ノい〃名〜の御琢少健添タ嚢聯オハし財、のでる1！　�j肇モ蕨．敦レ　玩◎が予．’据藩鋼弔尺窯湊ハ饗　K輯する標、助臆嗣詣グ乏その大才乃竃魔ご才今γ斗パく、　しマ．”〃選奪Nく．醤釜．野ふ嶺祁蓬のみに環悪せず、　．週落秒算緯い序矯Kζ象羨みの拳矯状憲より更る秀うば止むを鮮ごる必　　△7後．、不禽の．誕豪螢山行並視穫φ山行にクPてぱその郡廣御遁知賀　しますが、つ争繍の許ぜ、．俵ウ佛参脚、｝うの宗すようぢ癬匹申よ、ま究　　　　　姦　　別　（襖牢、欝釦尾の卿鰍東之会則客参鷺�n〉トさp）　翰糞難照今　　ナ目紘，旧の艇倉K於て、友記の、．｛％が常曾棄藁として選塞ぐ爪、　　》ての甲よウ濡訊掬．の惣く代詔張．藺及会誹が饗疋数し孝し�i、　　　（K　　議）　　藷環　ゼ徹　契　旅　　　（み猟　　針）　　φ−　一川　葛　’　　　　　　　　　　　。鰻　鵬鞠　斯牙　武　▼窒．．多｝ζ妻．」…　　　　　｛｝｝董　　　　f岬百太乏あく験入虞斎を履なつて愚り牽衝紳象禽禽襲の禦蟹轡ぎ蚤島繋すr　彬靱　　No−ー−｝准〕．碁農一、廊、、』．／〜｝臼裁2与わ孝舵・’．、指ぐπぐ）ノ収轡濃孝戸慌臥し、〜）栢ソ・づ　　〆　、得．ヂ魂謂誇η兜んい湧教ズ導臼0今ん　引禦柑麟瓶のヱ左教俺φ△依則と釆Kが磨かシ諭舶那○ハb、ソ’、髪て’マて暫中忌客教入且・承　−・）4ヤ、母￥、羅信嶺、レ窒亥君、．飢撃、、嵌凡ろ，なラ汗肺、瓜・曾威’魁為山蓄郊冨　　　　　　　　　　　　動蕩葬渠生　　　　　　冑メ〆矧’斗、φ△属鞍コゴ硲岡竜・・慣仙了爾一．景鰐触彫力・》あb、　〜》K双ぞ、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　』募�d『旗鴬繍’鳳ウ淑D魚ヲ疫の！シ」4ヲノ・『力　糊・・、築−窒琴磐窪ぞぶくの�o〜　　　　癬血就象少暑会と」　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　κA　｝気　鯉“A唱、｝』麟｝曲藺β、　　　　　　汕i葎；○禽ヘポ覇かう倉、沢終ぢ洋K串　のぞか卓ひの之裂しゲ是P．　＋爪年未Kは鐘恥淵．、島始2杯本迄林小ヤサイ↓ハ　一部なし　−小々のマまごゲ不小寸で’めるー　ス尺クケのフソ〇一杯水ボ像瓢訓小惣　一蜘、休『ゑが小凝の中「ζ一、製・　影のぐ　峰、植沐の牽で一劇が鴛PO丈、旧小岐　栃薪探　今淘猿充威ρ十ンX琴小超　K�e勾（と少枢、捌う印》、）〇六調山大ブル小ぺ　＋人は毬」きものぐあう、毒．、｛、鞭　　　　　　声一牛恥太ゑ．之工衆ぜ　　　　　　　邦分．がラス塚りの翻影億、乙　　　ン’『一女しこが瞬犀駐”び　　　庫ム斗春、’執バ張　一マ冬のあκバ実か埜宏げう頻・ラ畏俸メ　寮ク了1ニク「、＿宴変婆分1委奪深猟レうへ・こ鳳コニ／＼警際q豫ら分！、11ズ≦本　ぜノ冒謬け磨�dρ，ン民　　　　る誓て　　　　　擁（Pガノ畔，、／秀嚢内誓鰯ワ帯　喫　＼教幾郁鮎、ご＼冬イ1　　乞、＼馬　　牟1ぢ新衆疹駅と銑三雛参づ県々〆、　酵o誉叉パkζ／7，9ぞ製界おし乏．某無K舞ふ黛ぐ爪冶、，牒峯く顎、二ず琳、』、帖“｛、　岬’−�o冒　　wり　　鴨　が　‘πr暫r�oこの回5ホ《於てルAしの守あう導鍾役絹K”旅鎌、ずうも可てすかち攻謬嗣嗣」　　シ7」汐翫諮“財掴線糠如殉網轡避　．薯葛課の律心にニィ幽桑小，」柔苛“ζ、ハーケ〜ノ恢鵬ヤズ々−ガ（灘．筆‘渚ー瀦禁準一｝婚憲・芸礎　＼・つ処かあ．・含．郁振鯵／憎ワ皿職勿　生∬し許双キ酵窒ザソ今フし亥．癬叉深、スギー燦衛憂八谷κ餐　　　　　　　　遜称救テ凝ンて鯛しま融てロう．　ヂ僧塑・の瓶ゲ臓のり賦往漆“叫々駄泪［当〕　久の山劉獲据雪であう．　捧嶺，麗腔麓穫、勝子主磨．伐教口後鼠“．　　、　　、　、。　　演路こ　　　　、　　　　　　　　　　　　穿ゾ普マPゐ・篠邸、伸胴タ塾誇裏新量譲震．か琢美箔郭の水�d’乏ー（．猶，遷し難衛）る．なお瓠念繁め絶大磐一く�h撮餓こ及Kての禰｝りぶ詠調漁しま肌案然持祁キ．綻プデ7．本与裳肉震教分匹妬菰鋳のベヲラ／新．幹．．「部，絡．介π肩の部会Kて齢引部め鼓送が行わ戯　α加醸鈴究　銑認、匂．略寡案、−引魑菰新祁藁謬ゆ　ジ外　　　　　　．r二昇俺脇墜充払罎　部　　，、レ斗鈴ホ汐搾夫　三算河冷一　　　　ぐぐ掻、1　肴す糸　　ン、、郡の蝋載豫擦博孤／〆舞の手〆厩σンた寿ご罫滋崎繍際キ　．一寡薇薩東実露明紗膝礁・Z“＼一・19一　　　　7　課嫉　聾／　貯杖　じ　．＼○綴疑の渦恐鰍の察りが諒念象響の行卸》あ、』・嘗『茗が転、』昌乎＼諦蓼　します。　あうが、皐爪熊裏嘗賭殿ぜなり蛾蓼−ヂ、．、版・．・ま部瓢K就で、ゐこの．巽巻　・又ねぼなりながつkp少〆痔〔つOて菟，群寡ム〆「・、）でう0凹閂以巌の分首のゾ、振秘ぎ唄一算鼎丙k念蝋ご炉’0のド、−琴榊！ンヂ，　識η、　て六分の削除御s承不さい．・豪暑う磁融穿、正各薫魚冬導，考、冴」ご、暴毒翠野、触0重磯す⇒グ鄙輯K舛言う、纈本的K郁（特する閑紺が蓄）　険樫昨　超卑なる伽人の畑一懸でほ掌い．　塗、墨は倒き璽嘘L講診が’弓えで、みょつ．9聚探の彫正疑ナ覆享−秀し擁効さ、駄k前鰯寒藁贋マ寡品．弓りがとう．Oコヰの肴儲｝、祢、下歩，謁谷の愁嘱一の猿燧蔚努ガ〈よ島ノスムース〔逡んだ．○美衛都剰鋤さんφ偉罎愛のぜ肇しぐ黒bます、〜9山く計する重更、る冬万は窩餐・巽うが忽計と云つ争妨覇《ミ越えて　ぱを0、　そ臥を説ツしよ・つと庁るの嫉預入の基〔拳爵入叡K宏計肉題　ガ由猷る、ヌ無理だ。説一竃輿剣に為え過ぎヌ留己の昆方K執啓し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　皿　発脅バ琢禽予憲よ・ソ鐘爪乏牽は光よ、ゐの麹少礁の中区轟う！、へ》駁悩”と広きの形弐℃御務ガ下ぐい士しを各位Kお覆跨し御研ηK無露牧」○何事〔め疹禽禦附食舞御があ、ゑ、・ア∵ど碍凡掛しキーコ・搾く・の激六位肇ξ　輝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝合蕩房弓琶ぢ事愛へ・蕨ガ考舟震彦薯・榊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　論　　　　　　　　　嚇　　　　　＼浮鐸鐸・濫鎌拶、　総驚　　　　　　　　　／　”A　、犠醐圃、“w、　脚■」鴨w脚陣醐、榊り　、貼い鮎喘、騨1．〜　　｛｛素まーOl−・Tr†iコ．1『⊥1．「�h、、｛マ↓雛、二、r［！、！一型一愈「ー墨「」　皿！i』−ー｝，　　　　一」敵r客募…一ゲ運一］晒開ー」脚1」〜「　、二　　揺L−ll＿1瓦／1　一一彗喩翔ヰ眈山日好大1槻比琶，・難』蘭鵬，撒蜘翼∫レ馴簸繋泰1調実壁銀肇蔭＝丁目五　　　’囎’葉橘δの」600　振螢齋票1β茄7詣　　　1し一〜『’　…馳｝｝一　　　　　　　　　　　　…　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　…　　　　　　　　　　　　ま特に’缶人の1薪探八の／　　1　　　　　△脳，、／　i　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　き　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　ぞ　コ　　　　　　　　　　　　き　　・’4　　　　　　．〆伽形・　　　　F面荻南口銀座通け

